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路網配置の考え方

一タワーヤーダ集材における路網計画

目次

大川畑修…2
や

鐸

誼

詫

。

。

４

‐

岩大式集材法のための新索張り

(SRS型）システムの考案……大河原昭二…8

§

ケヤキ枝打ちの一方法

一枝打ち記録と節細fの結果から 段林弘一…12

111本崇夫…16和歌山県における海布丸太の生産について

森へのいざない－親林活動をサポートする

43．生涯学習時代と森林．林業

一森林文化教育委員会を設置しよう／……伊原浩昭…19

！

末利用資源の有効利用5＜熱箪・番外編＞

料業家と建築家

切れかけているパイプに修復の手を．．

詮
；

稲木清置…23表紙写真

第41回森林・林業

写真コンクール

佳作

日本人の長寿食3

神さまのくれた「朝餉みそ汁」 永山久夫…26

「植樹」

(静岡県富士市大渕）

人生至る所に…3

ミャンマー見聞録(3)－僧院,パゴダ,水祭り…閑邊眞次…28

"lfiliの植樹祭のお

りに雌影しました画｢緑

の少年剛」の少年・少
女たちと一般の人たち
とによる植樹風餓です

渋谷欣治…30＜会員の腫場>I､一テム・ポールのはなし

本の紹介･…………"

林政拾遺抄･････．．…･…･”

JournalofJournaIs……･…･

林業関係行事一覧（6．7月）

傍目八木･………･･･…･･･…

統計にみる日本の林業…･…･一･･

こだま………．．………

芝正己の5時からセミナー6

４
５
６
９

３
３
⑥
。
３

32

32

33

34

櫛岡県富士'lj
川u恭司

’
ミノルタα77()()『．

’ズーム，絞りF11.

1/125秒
第40回林業技術賞受賞者・第40回林業技術コンテスト入賞者・

第5回学生林業技術研究論文コンテスト入賞者の発表

平成6年度林業技士養成講習・登録のご案内（概要)…．．……･…･……･“

日本林業技術協会第49回通常総会報告…･…．．……………．．…………・
第42回森林・林業写真コンクール作品募集要領…････．．……･…･…･･…

･31

38

．40

．46
豚
1994．6



2

＜

腿

幸
同冊 壇＞

路綱酉己置の考え方
タワーヤーダ集材における路網計画

おおかわぱたおさむ

大川畑修＊

辮蕊灘剰瀦溌癖鰄i蝿磯溌鰯蕊蕊騨鰯識聯辮篭鶴醗騨蝿遜羅蕊驚熱鍔剛〔”艤霧溌蕊潔蕊綿螺憾辮嬢蕊糊聯腿灘鶴購鱈“‘鳳織蕊鍵熱魚.曙簿識鶴鱗灘照灘繍耀鍵爵灘溌調

期待される
タワーヤーダ

集材を考慮した
路網配置計画

＊森林総合研究所
林道研究室長

わが国における木材生産の生産性は，欧米に比べてかなりの低位にあるのが実

'|背で，近年，生産lyliの向'二をllざして，地形の急|唆な山岳地においては，タワー

ヤーダの導入が進められてきている。タワーヤーダは，平成元年度にわが国に3

台導入されて以降，2年度には10台，3年度には33台と急速に拡大し，平成4

ｲド度における保有台数は57台で24都県に導入されている。

タワーヤーダは、架線の架設撤去が職めて短時間で行え，また通常，林道上で

集材，造材の作業を行うため，大規模な土場等を作設する必要がないという利点

もある。タワーヤーダ等の尚性能林業機械は，機械の価格が高いという問題点は

あるが，大l隔な労働生産性の向上，生産コストの低下が期待できる。林内路網研

究会の計算では，タワーヤーダの導入により，生産性は現在の2．3㎡/人日から

6.7㎡/人|-I(2.9倍）に向_I二し,1擁コストは現在の13.4千円/m'から7.0千円／

m'(52%)に低下するとしている。

高性能林業機械の灘人は，労側条件の而からも大きな改善がある。これまでの

木材搬出作業は、肉体労働的性格が強かったのに対し，タワーヤーダ、プロセッ

サを用いた集材作業は，マシンのオペレーター的な要素が多く，労働負担の軽減，

労働内容の質的向kがなされ，これらを通じて，若年I曹等の労働力の確保の面か

らも期待の持てる生産システムといえよう。タワーヤーダ集材は間伐，主伐にも

適合しうる集材法で，今後，傾斜地における集材法として主体となるべきものと

いえよう。

わが国の急I唆な地形の山岳地域においては，これまで，架線集材を中心とした

集材法が行われてきた。従来の架線集材においては、かなり長距離の集材が可能

で，ときには’畑程度あるいはそれ以上のスパン提の架線を設置することもあっ

た。また，従来の架線は尾根と尾根とを利川して架設を行うなど，伐採地点より

かなり高い所に設侭される場合が多かった。このため，横取りもかなり自由に広

い範囲で行え，また細かな地形の起伏もそれほど問題となることは少なかった。

これに対し。タワーヤーダ集材では，i高さ8～10m程度のタワーを用いて架線

の設置を行うため、架線の地上高はかなり低くなるのが通常である。また，スパ

ン長もタワーヤーダの機種によって限定され，わが岡で販売されているものでは

400m程殴以|くのものが多く，般大集材距離も一定以Iぐに限定されてくる。このよ
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最大到達距離と
路網密度

］

うなことから，タワーヤーダ集材には，従来より高い密度の路網が必要となる。

また，従来の集材法においては，林道（本稿では，林道に作業道を含めることに

する）を作設した後に，個々の簡所における集材について検討を行うことも多く，

それでもかなり対応は可能であったが，タワーヤーダ集材においては，このよう

な方法では集材が困難となる箇所が相当に生じるものと考えられる。このため，

タワーヤーダ集材においては，個々の箇所における集材が可能となるよう配慮し

つつ路網の配置を行うなど，集材と路網配置とを一体として計画の作成を行うこ

とが必要である。

従来の架線集材においては，林内各点から林道までの平均到達距離が作業計画

上重要な因子であったが，タワーヤーダ集材においては，最大到達距離が大きな

意味を持つことになる｡ここで，タワーヤーダ集材を前提として，筆者が行った

路網配悌|､画の事例について述べ，その結果から得られた最大到達距離と路網密

度との関係について述べることにする。

計i師対象地は茨城県北部に位置する里美村内の山岳地域の私有林で，その面職

は6,082ha,本村の私有林面積の95%に当たるものである。路網配潰に当たって

の基本方針は以下のとおりである。

①すべての林地の林道からの距離が150m以内となるように，路網の配置を行

う。すなわち，最大到達距離を150mとする。これは，計画対象地の地形が

複雑で，尾根と谷が細かく入り組んでいるため，長スパンでの集材が困難で

あること，林野庁長官通達では，小規模兼業型における最大集材距離は150m

程度が適切であるとしていること，などからこの値を用いたものである。

②タワーヤーダ集材は，下げ木よりも上げ木を得意とする集材法である。この

ため，路網の配置に当たっては，可能な限り上げ木集材が多くなるよう配慮

し，可能な場合には，尾根筋に路網の配置を行う。

③タワーヤーダ集材では，林道等の路上を作業場として利用するため，公道は

原則として集材拠点として利用しない。すなわち，公道付近の伐採木は，林

内の林道に集材しうるよう路網の配慨を行う。

④路線の延長が長い場合には，可能な限り循環型路網を形成する。

⑤路網の配置に当たっては，林内各点から林道への集材方向を想定し，極力中

間サポー|､を川いずに架線の架設が可能となるように配慮する。また，路網

の配慨効率を高めるため，極力配置が均一となるよう配慮する。

⑥林道の縦断勾配の上限値は16％とする。この値は,簡易林道あるいは基幹作

業道の縦断勾配の上限値によるものである。

作成された路綱計棚i全体の路網密度は，既設林道,計画林道合わせて75.254m/

haであった。最大到達距離と路網密度は反比例の関係にあり，表.1の(1)式のよう

に示される｡上記の測定結果を用いてこの式の比例定数aを求めると11,288とな

る。aの値は，一般に路網の配慨効率が良いほど低くなる。例えば，一直線の林

道が一定間隔で平行に配置されている場合にはaの値は5,000となる。また，林
う

道迂I司率が0．5の林道が一定間隔で配置されている場合にはaの値は7,500とな

林業技術No.6271994.6
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表･1最大到達距離と路網密度との関係 表･2適正路網密度，配置基準距離

“
鶴
集材費単価
a

(円/I1fm)

路網
迂回率
〃

路網建設
単価r
（円/m)

路網密度
d
(m/ha)

L=号
だだし,d:路網密度(m/IB)

L:最大到達距離(m)

a;定数(1/ha)

a=75.254(m/IB)×150(m)

=11,288(1/ha)

L=型芋且

犠亭
(m)

(1)

205.8

208.7

220.4

234.7

268.0

331.9

374.4

407.4

10

15

20

25

30

35

40

45

91928

9.3193

95046

9.7584

10.0929

10.5301

11.0985

118399

0.20

0.30

0.37

0.44

0.50

0.55

0.60

0.65

4,328

4,891

5,862

7.174

10,079

16,658

23.064

30,044

54.860

54082

51214

48.093

42.115

34.014

30.152

27.709

②
⑧

注:dの算定は以ドの式によった。

イ
(I+f)(1十〃)a･1

d=50

ただし,fl
I”I

(4)
1

蹄線配臘係数（－0．4~!）

ヘクタール当たりの材磯(32811f/ha)

る。今回の値は，地形のかなり複雑な地域での測定値であるが，配置条件の良い

所では，この値はより小さくなるものと考えられる。aの値については，今後，

各種の条件の所で測定を行っていく必要があるが，本柵では，この数値を用いて

以後の計算を行うことにする。

路網の配置と
配置基準距離

具体的な路網の配置に当たっては，集材方向を想定しつつ，（おおむね)すべて

の林地が林道から一定の尺度となる距離内で集材しうるよう路網の配置を行うこ

と力哩ましい。この尺度となる距離を｢配置基準距離」（＝最大到達距離，最大集

材距離）とする。配置基準距離の決定に当たっては，理論的な算定値，タワーヤ

ーダの有する最大架線長，計画対象地の地形等について検討を行い，総合的に判

断する必要がある。以下，これらについて述べることにする。

林地傾斜に応じた適正な路綱密度，配置基準距離について，筆者が計算を行っ

た結果を掲げると表･2のようになる。この表から，例えば,林地傾斜が30度のと

きの適正な路網密度dは42m/ha,配置基準距離Lは268mとなる。dは，集材

費と路網建設費の合計を最小とする路網密度を与える式（表･2の(4)式）により求

め,Lは,dとLの関係式(表･lの(3)式）を用いて算定したものである。表･2の

路網建設単価には複合路網の考え方を取り入れ，低規格林道の建設単価を用いて

いる。すなわち,dは高規格の林道と低規格の林道を合わせた路網密度である。

タワーヤーダの有する最大架線長は，機種により限定されてくる。わが国で販

売されている主なタワーヤーダの最大架線長は150～450m,平均では300m程度

となっている（表・3)。これらの値は，架線を水平に架設した場合の値（ドラムの

巻取り容量）であるため，架線の傾斜を考慮すると，最大集材距離はその分惣く

なる。例えば，架線の傾斜を30度とすると,450mと表示されているタワーヤー

ダの実際の最大集材距離は390m(=450m×cos30｡)となる。

林難技術N().6271994.6
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表･3タワーヤーダの最大架線長 表･4最大集材距離等

機種 最大架線長(m) 235～332m

リョウシンタワーヤーダ180T

リョウシンタワーヤーダ200T

リョウシンタワーヤーダ300T

CKH10500Zクローバ

コマツタワーヤーダHC30

MTY400タワーヤーダ

タワーヤーダM30-1

ツルムファルケ

NUK-300Aタワーヤーダ

150

200

300～380

300

200

400

300

450(600)

350(500）

①大川畑：最大到達距離（25～35.）

②林野庁長官滝達

大規模専業型：最大適正集材距離

小規模兼業型？〃

⑧速見林業？最大架線長

④カナダ：経済的限界の集材距離・・・

⑤オーストリア：経済的な集材距離･･･

⑥オーストリア：経済的なスパン長．、

･･･350m

..･150m

300m程度

400m

300～350m<らいまで

600m<らい

欝料 ⑩は表・2,②,③は林内路網研究会｢林業機械化と新たな路網
曠術｣．④は機械化林業,421．⑤は林経協月報,330,⑥は森
林利IM研究会誌9(1)による。平均 299

資料言林業磯械化研究推進会r機械化のビジョン｣、同｢機械化

のデザイン」
注：（）内はオプションによる場合である。

路網計画上の

留意点

架線のスパン長は地形条件の影響を受ける。例えば，尾根と谷の間の水平距離

が200mの地形において、谷に沿って路網を配置する場合には，最大集材距離は

200mと実際上限定されてくる。一般的に，奥山地域に多く見られるように尾根

～谷～尾根の周期（長さ）が長い場合には，長スパンの架線の架設が可能である。

これに対し，里山地域に多く見られるように，地形の周期が短く，地形が複雑に

入り組んでいるような場合には,スパン長は短いものが適当となる。このように，

地形の条件を考慮する必要がある。

表.4は，最大集材距離等に関して，筆者の算定値のほか公表されているものを

取り上げたものである。この表において，経済的スパン長については600m程度

と，かなり大きな数値のものもあるが，それ以外について見ると，大略的に，経

済的には3()0～400m程度が最大集材距離の_I二限値のに,安と見ることができる。

路網の配置を行う場合，計画対象区域内の全域の木材の搬出を想定しつつ路網

の位置を決定していく必要がある。ときには，計画する路網位置から遠隔となる

箇所等においては，施業対象外地，搬出法未定地として決定を先送りする箇所が

生じることもありうるが，基本的には，計画対象とするすべての林地について検

討をする必要がある。路網の配置を検討する場合，特に搬出条件の良好でない箇

所，例えば，標高の鎧も高い箇所，最も奥地に位置する箇所等の材の搬出をいか

に行うかを検討すること力鍾要である。筆者の経験では，これらの箇所の搬出の

ための路網の配置をまず考えると，残りの部分の路網配憤は上晦的楽に決定しう

ることが多い。

路網計画作成時点において，タワーヤーダの架線が地表に接するか否かの判定

は，簡単には行いがたい場合も多いが，ある程度，地形図上で想定することは可

能である。欧州においてタワーヤーダ集材では，中間サポートを用いるのは普通

とのことである。わが国の現時点では，あまり用いられていないようであるが，

いずれは普及するものと考えられる。このことから，路網の計画段階における架

林蕊技術No.6271994.6



6

尾根筋林道

線の架設可否の微妙な点に大きく神経を使う必要性は少ないものと考える。

理論式により算定された路綱密度あるいは配置基準距離の値（例えば表･2）は

1つの目安ではあるが，この値に厳密にとらわれる必要はない。それは，集材費

と路網建設費の合計の費用関数（路網密度dの関数）は，その最小値付近で変化

は極めて緩やかであることによるものである。

例えば，筆者の計算では，適正な路網密度に対して3割の密度の増加または減

少があった場合，合計費用の増加は2.0%または3．7%程度とかなり小さいもの

となる。特に，密度が増加する場合には費用の増加程度は少ない。また，個々の

箇所では，地形，計画区域の形状，既設道路の位置関係等が多様であり，一定の

考え方の~ドに配置を行った場合でも，かなりの差異が生じることになる。筆者が

前述の里美村内で路網の配置を行った結果では，全体の平均路網密度が75.3m/

haであるのに対し,最大の箇所では93.3m/ha(23.9%増),最小の箇所では55.8

m/ha(25.9%減)であった。理論式に用いる数値に想定値を用いていることもあ

り，理論的算定値の適用に当たっては，例えば,±3割程度の幅をもって考えるの

が適切である。

目標とする路網密度には2つの段階がある。1段目は，理論式等により求めた

配置前の値である。2段目は，一定の方針の下に実際に配置を行った結果得られ

た密度である。両帝の間にある程度の差異が生じるのは当然のことであり，個々

の計画対象地では，2段目をもって目標とする林道密度とすべきである。

林道の配置は，これまで谷沿いを中心としたものが多かったが，タワーヤーダ

集材は，上げ木集材を得意とするため，尾根筋林道が適切とされている。しかし

ながら，尾根筋林道の計画に当たっては留意すべき点もある。以下，尾根筋林道

の利点，問題点について述べる。

まず，利点が生じるのは，主として尾根の起伏が少なく平坦に近い場合など地

形的条件が良好な場合で，次のような点が挙げられる。

①切取り，盛土の土工量が少なく，林道建設費は安価になる。
gよ

②渓流や多量の雨水の流入がなく，暗渠等の排水施設を必要としない。

③中腹林道に比べ林道の迂回が小さいことが多い。

④集材作業に用いられる作業ポイントが作設しやすい。

⑤崩壊等の国土保全面，林道の維持管理面での問題が少ない。

⑥尾根筋は，土壌条件の面から林木の生育に好適でないことも多く，林道の開

設に伴う林地の損失の問題を低くとどめることができる。

⑦林道の両側の立木を存慨することにより，景観上の問題を緩和することがで

きる。

次に，問題点が生じるのは，主として尾根筋にかなりの起伏がある場合で，次

のような点が挙げられる。

①尾根の凸部を避け，その中腹に林道を作設することが多くなる。この場合，

土工鼓は中腹柑菖と大きく変わらないことになる。

②鞍部においては，路面高を保つために盛土を行うことが多いが，尾根の幅が

林堆技術No.62719946
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表．6林道，作業道の幅員の規格（単位;m)表･5運材トラックの区分と林内路網の幅員（単位:rn)

全幅員区分車道幅員路肩幅員全幅員

区分車両幅車道幅員一一一一

I型11型川型 2級林道

3〃

墓幹作業道

作業道

4.0

3.0または2.8

1.8～3.0

3．0以内

3.00.50

2Oまだは‘1.80．50

０
３
３
３
３
６
口
吟

３
３
７
０
●
吟

３
４

７
０
２
３

別
鞘
●
◆

２
２

車
車
ｔ
ｔ
４
８

I型は|,l11側，谷川とも路肩幅員は0.5111である．
II型は,"().3"

H1型は，谷側の路肩幅典を0.3m.lll側の路肩幅員をゼロとした

i1

ものであるっ

狭い場合には，林道の両側に擁壁を作設することが必要になるときもある。

③中腹あるいは沢沿いの林道は，林道の両側からの集材が可能であるが，凸部

を避けた林道の部分は尾根の反対側からの集材は困難である。この点がいち

ばんの問題点で，条件が良好でない場合に尾根筋林道を作設すると，片側集

材になる危険性がある。

タワーヤーダ集材における路網の幅員は，どの程度が適切であろうか。以下に

筆者の考察を述べる。まず、タワーヤーダの噸両幅は，平均的には2.0m程度で，

プロセッサの車両l隅は2.5m前後が多い．蛎材作業時のことも考慮する必要はあ

るが，これらの機械の通行には3mあるいはこれをやや超える程度の幅員が必要

である。

次に，運材トラックの車両'脈は、8t車以|:の通常のトラックでは249mが上

限値となっており,4t車の平均は2.24mとなっている。筆者は。林内路網のIIM

員について，表・5のような設定を行った。表において4.0mという数値は2級林

道の全幅員に紺当するものである。また,3.6mという数値は国有林林道に多くの

場合用いられている数値である。逆材トラックをsい':〔とする場合，全幅員は蛙

幹的な林道では4.0m.恒常的に利用する施業林道では3.6m、．.||寺的な使用に

供する林道では3.3m程度が適切であると砦える。

一万，林道規程における2級林道の全'll閣員は4･0m,3級林道の命,隔員は3．0m

(または2.8m)となっており（表･6)。例えば．全l隔負が3．3m,3.6mの林道の

建設は，現在の規權では困難である（補助林道とせず,n己資金によるものなら

可能ではあるが)。また．表.6に部の作業道の規格を掲げたが,全III鳥貝は30m

以|ﾉ1となっている○余11隔員3.0m以~ドの道路では大I伽fの円滑な通ｲjzは困難で、

また，ヘクタールl'iたり50m前後の高密の路網を作設する場合，そのすべてが

4.0mと広いl隅の林道とすることも待穂の|I11"(建設費，林地の減少，国土保全lili

等）を伴うことになる。このようなことから、3mと4、との間の規格の道につ

いても建設が可能となるよう．今後検討が必要ではないかと考える。

＜完＞

路網の幅員

仲堆技術N【》､6271994．6
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岩大式集材法のための新索張り

(SRS型)システムの考案
おおかわらしょうじ

大河原昭二
津瞳睡ｦ媛曝鯉x罰B2率¥娯X籔謝丙娩X然躯X露…f狸天”X茨嘩X諏骨密秒函誘昌器X諏冤X顧駆X国檸潅翻EX弓祁誕浮蝉Eお祁顎X銅J盲聡守廻読匪Xすず”X7礎隅X”ZX語理gX恩祁樗X5諏男X誘廿落X威移趣g再JEX丑がJ叡溺鯉X窮建ざぉ狗嘘X思棚へ‘X脚N蛭X謡貫握沌職種X嗣蛾旬

1°はじめに

わが国架線集材の技術水準は世界に冠たるもの

があるといわれていながら，オーソドックスな未

来指向の技術研究は最近後退し，タワーヤーダの

ような副次的な対象に関心が移ってしまったよう

に見受けられる。その理由の1つは，昭和初期以

来，長い発達史を経てきた架線集材法の成熟度が

今Hでは限界に達し，残された発展の余地や新た
がた

な魅力が見いだし難くなってしまったとする諦念

にあるのかもしれない。しかし，いかなる分野に

も技術発展の可能性が残されていないはずはなく，

本稿が及ばずながら，そのあかしになるならば，

このうえない幸せである。

2．新索張り考案の経緯

架線集材における荷重の搬送過程では，荷重を

支える機能と走行させる機能との両者が併せ要求
たと

される。卑近な|楡えをすれば，前者が亭主，後者

が女房の働きに相当する。

従来の岩大式集材法の一般的索張りは，図･1の

ように，エンドレス索をランニングスカイライン

として使用する簡易架線で，架設撤去の容易性に

重点が侭かれていたが，エンドレス索に亭主と女

房の両機能が負わされるため，索の張力安全上，

エンドレス索をかなりたるませて張らざるをえず，
こた

大荷重，長スパン化には応え難い欠点を否めなか

った。架線集材の本命は空間利用の拡大にあり，

索をできるだけ空中高く張り渡した後，高所の搬

器に向けて横取りが行われ，単木的間伐に資する

努力をしなければならないから，図･’の索張り

で，索の垂下量が増加して支障をきたす場合は，

林蕊技術No.62719946

エンドレス索の上方に大径の通索を強く張り,図・

2のように搬器の上方にハンガー滑車を取り付け
つ畠

て，主索に吊して使用するスタンデイングスカイ

ラインシステム化への解決を図らなければならな

かったわけである。この方法によれば両索の役割

は分離独立し，主索は亭主役，エンドレス索は女

房役に徹する分業型になるが，エンドレス索のラ

ンニングスカイライン時に担っていた亭主機能を

すべて主索に肩代わりさせる結果，主索は大径化

を余儀なくされ，架設撤去上の不利は避けられな

くなる。しかし，この不合理が今まで省みられな

かったのは，すべての索張りが「定索長型」で成

り立ち，静索と動索の機能分離を運搬システムの

理想とするバイケーブルの思想が定着してきたた

めではないかと思われる。この既成概念を打破し

て発想の転換を図るのは容易な業ではない。新索

張りへの発想の出発点はここにあったといえる。

もし，主索を導入した後も，エンドレス索に(ラ

ンニングスカイライン時と同様）亭主・女房の両

機能を引き続き持続させておくならば，荷重は主

索とエンドレス索の両者協同で支えられるため，

それだけ主索も小径で済み，荷重点の垂下も少な

くしうる（一石二鳥の利点に恵まれる）に違いな

い。これが，新索張りの基本理念にほかならない。

具体的には図･3のように，折り返し滑車(WR)

を介して主索とエンドレス索を連係させ,｢張力均

衡型」に改めるべきことになる。なんという単純

な解決であろう。

それでは，この新索張りはどう命名されるべき

か……。なかなか適切な名称が浮かばない。シス

テムの面でとらえれば，主索もエンドレス索も，

ともにスカイラインとして使われ，静索と動索と
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いう異質のスカイラインが共存・協力する初めて

のケースなので,SimultaneousSystemof

StandingandRunningSkylineという和製英語

に従って,｢SRS型｣という仮称が無雌なのかも

しれない。ただし，このシステムは従来の古典的

な分類にはなじまないから，妥当な分類上の位置

づけについては，別途検討を要する。

3．新索張り(SRS型)の特徴

新索張りは，上下エンドレス索の合計張力が折

り返し滑車(WR)を経て常に主索の張力と均衡

する性質を特徴とし，次のような利益の元を成す。

その第1点は，すでに明らかなように主索の小

径化（装備の軽装化）であり，具体的には次の試

算例で示される。

従来のランニングスカイラインの岩大式(図・1）

では,エンドレス索径として妙10,12mmの2種

が用いられてきたが，これらを新索張りの岩大式

(図・3)へ応用する場合，新たに導入すべき妥当な

主索径は，労働省労働安全衛生規則による許容安

全率の相違(主索2．7，エンドレス索4.0）に基づ

いて，それぞれ妙12,14mmとなる。次に同一の

搬器荷重の下で，新索張りの荷重点垂下量と同じ

垂下戯を与える旧主索岩大式（図・2）の主索径を

算定してみると，理論上JIS規格における2

～3ランク上位の大径索でなければつり合わない

計算になる。すなわち，新索張りの主索径の12

m.rnは,旧主索岩大式の主索径の16mmと,そし

て同様に前者の妙14mmは，後者の‘18～20

mlnと同効果になるのである。換言すれば，これ

まで本格架線に頼らなければ果たせなかった荷璽

点垂下の抑制が，新索張りでは簡易架線（ヒール

装置を組まなくても，集材機ドラムで直接巻き取

れる妙14mm以下の小径索使用範囲）で可能に

なることを意味する。この主索径の（2～3ラン

クの）相違は，索向重に換算すれば2倍に近い開

きになり，架設撤去の労働負担に及ぼす影響がい

かに大きいかを示している。

第2は，索緊張の容易・単純化である。旧主索

岩大式（図・2）では，主索とエンドレス索を別個

林蕊技術No.6271994.6

に緊張しなければならず，主索にはヒール装置を

組む手間を必要としたが，新索張りでは，単に主

索を張り上げるだけでエンドレス索も受動的に緊

張され，しかも，主索を集材機ドラムで直接巻き

取れるので，その作業は迅速に行われる。また，

架線の張り替えごとに必要なエンドレス索長の調

節も，折り返し滑車(WR)の位置を工夫し先柱

から離して設置すれば，かなりの幅で可能になる

のではないかと思われる。

第3は，索の安全管理の単純化である。旧主索

岩大式では，主索とエンドレス索の張力を別々に

管理しなければならなかったが，新索張りでは，

主索の張力を適正に保ちさえすればエンドレス索

の張力も受動的に適正化され，索張力の安全管理

がそれだけ単純になる。

第4は，実搬器走行中に生じる下方エンドレス

索のrたるみ」回避である。旧主索岩大式では，

エンドレス索の原索垂下比を主索のそれよりも大

きく取らなければならないため，実搬器が元柱に

近づくにつれて搬器と集材機との間の下方エンド

レス索に「たるみ」が増加し，エンドレスドラム

面上で索がスリップし，移動式メインラインサポ

ートの走行にも支障をきたすなどの不都合を招来

してきた。このためその対策として，元柱付近の

下方エンドレス索に重錘滑車を吊さなければなら

なかった。しかし，新索張りではエンドレス索の

緊張が常に保たれるので，このような不都合な事

象は起こるべくもない。．

4．新索張りの留意点

新索張りでは，主索の導入にかかわる留意点が

2つある。その1つは,折り返し滑車(WR)に主

索張力の2倍がかかることであり，それだけ台付

けの強化に配慮するとともに，当該滑車は軸受け

の耐力十分で，架設時の運搬負担軽減上，軽埋な

ものが選ばれなければならない。もう1つは集材

機側の対応であり，負荷時の高張力に備えて原索

緊張後,図･3に示すような伐根等への仮り留めも

怠れないことである。これは，集材機自身の固定

安全性を高めるのと，当メインドラムの制動力限



新索張り(SRS型）による岩大式集材法

界を超さずに作業を持続させるための措置である

といえる。

5．むすひ

この新索張りを着想した喜びは1年近くたつ今

も忘れられないが，そのときは考案の利点ばかり

が先行するあまり，問題点の潜在がかえって心配

になってきた。この不安から抜け出すには，いち

早く予備試験を実施してみる必要がある。けれど

も，在職頃と違って岩手大学演習林の協力要請も

ままならないため，国の機関に要望して伐出事業
ざかした

の合間にテストしてもらうほかなく，坂下営林署

(長野営林局管内)に特別な理解を求めた。ご協力

いただいた飛山署長はじめ関係職員には，心から

お礼申し上げたい。幸いその結果は申し分なく，

11

問題点の潜在も認められず，まずは安堵
の胸をなで下ろすことができた。ところ

が現場サイドでは，予備試験だけにとど

めておけず，正規の伐出事業に，引き続

いて役立てたいとの意向で（当方，学会

公表以前だったため，内輪の事業であっ

たが)，昨秋から冬山にかけて約400m3

の間伐集材を順調に完了している。なお，

その作業に供された鋼索は，主索d12

mln9エンドレス索‘10mm(ともに

6×19％*）であった（写真)。この実繊

でますます自信が深まり，本年4月の日

本林学会大会で，新索張りを初公表する

ことができた。その後は，この索張りの

設計計算法の研究に着手している。

新索張りの思想は，もちろん岩大式だ

けにとどまらず，関係作業索が常時緊張

して使われるスカイラインシステムなら

ばほかの索張りにも応用可能であるが，

主索に対する作業索の荷重分担比（副作

業の労働負担軽減度),主索のドラム直接

巻き取りによる索緊張の即時性などの面

から見て，岩大式に活用したときに最も

効果的となる。それは，新索張り自体が

岩大式に基づいて考案された以上，当然

なのかもしれない。

これまでは，荷重およびスパン長の制約から簡

易架線では無理，だからといって本格架線には依

存したくないような中距離・中荷重条件の伐採地

が，わが国には少なくない。軽装備でありながら

本格架線並みの任に耐えられる欲ばつた作業法が，

今後ますます待たれていくのは確かではないかと

思われる。そのような潜在的要望に応えて，今回

初めて新索張りがデヴューした意義は大きく，架

線の勾配に関係なく軽量空フックを伐採地へ強制

降下できる岩大式集材法が，この新索張りによっ

てますます広く活用されていく未来に期待を寄せ
かくひつ

ながら燗筆したい。

（岩手大学名誉教授，埼玉県浦和市在住）
よ

注（＊）：％は「普通撚り」の意。

林業技術N()_6271994.6
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…………一…お……逓罐………訳嘩謬4罐“p…呂……叫郵＝……錘…”

ケヤキ枝打ちの一方法
枝打ち記録と節解析の結果から

だんぱやしひろいち

段林弘一
嘩丞X風舜g転澗躯寧澱督醒礎ﾑﾕ”盤酔銅昭唖梁画弛月郵…4盛域……推溺hW昌竃辨淳1f畠X識…唖……捜嘩'推唾…“§嘩羽…輻漸浮X薮嘩…“グ溌流……況耳………滅鼻

はじめに

近年，有用広葉樹材の枯渇によって広葉樹材が

高騰している関係もあって，ケヤキをはじめクリ，

ヤマザクラ，ミズナラ’ブナ，ホオノキ，ミズメ

などの人工植栽が増加する傾向にある。そして,

これらの林分は近い将来枝打ちの必要性がでてく

ることが予想される。

ケヤキだけでなく広葉樹の枝打ちは，切り口か

ら腐朽菌が侵入して材を腐らすこともあって，い

ろいろの方法力蝿告されている』~4'皿''3，M''6~'9)。し

かし，確立された方法は現在のところ見当たらな

いといえる。

筆者は，兵庫県内でケヤキを人工植栽した林分

の成長状況を調査した際9)，たまたま枝打ちをし

た記録のある林分があったので，その林分の代表

木を伐採してミカン割り法によって割材し，枝打

ちした節とその_上方に自然落枝した節があったの

で，両方の節を解析して比較した結果を報告する。

，．枝打ちしたケヤキ林の概況と枝打ち状況

1）林分の概況

ケヤキ林は，兵庫県佐用郡上月町大垣内にあっ

て，大正6年(1917)に約1ha人工植栽したもの

で,植栽本数は300本/ha程度と疎であり，現存本

数は140本/haと少なく，下層にはケヤキの稚樹

とヤブツバキ，アオキ，シロダモ，イヌガヤなど

が生育していた。

地形は,東南に約30度傾斜した山麓から中腹に

かけてのBD型土壌で，礫を多く混入しているが有

効土層は深い所である｡

2）枝打ちの状況

枝打ちは,植栽後20年目に鳥取県八頭郡智頭町

林業技術No.6271994.6

識
写真･175年生ケヤキ人工林

(枝打ちしているので枝下高が高い）

の枝打ち技術者が,ナタで高さ約6mまで打ち上

げている。なお，節解析の結果から見て，枝打ち

後，切り口を平滑に切り直した形跡は認められな

かった'0)。

2．節の巻き込みと材の異常変色状況

本来,節解析は代表木10本以上を伐採して行う

べきであるが,75年生ともなれば簡単には伐採さ

せてもらえなかったので，代表木1本を伐採して

持ち帰り，36片にミカン割り5）して節解析'5)した。

また，枝打ちした節の上方に自然落枝して巻き込
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表･1枝打ち節と自然節の比較

巻き込み年

（年）

8．5
（3～15）

15．4

巻き込み長節の区分|節数|巻き込み率

種打ち節|,)｜↑0，
（％

残枝径 残校長節数

(mITD
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-'自然落枝後の巻き込み!§
－ －枝打ち後の巻き込み

写真･2枝打ち節と自然節の巻き込み状況

長，巻き込み長，巻き込み年を見ると，枝打ち節，

自然節ともバラツキはあるが，平均値で見るとい

ずれも枝打ち節は自然節の約1/2であった。

2）材の異常変色の状況

スギ，ヒノキの枝打ちは，打ち方によって材に

異附変･色（いわゆるボタン材）が発生して問題と

なる6,8''5)｡また,広葉樹を枝打ちすると切り口から

腐朽菌が侵入して幹まで腐らせ，材価を低下させ

る原因となる場合がある。

んだ節があったので，これも調べて比較したのが

表.1，写真･2である。

調査したケヤキは,枝打ちして55年を経過して

おり，全節とも完全に巻き込んでいた。また，同

然落枝した節も枝が枯れてから20年近く経過し

ており，完全に巻き込んでいた。

1）節解析の結果

枝打ちした節(以下，枝打ち節と省略)，自然落

枝した節（以下，自然節と省略）の残枝径，残枝

林業技術No.6271994.6
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表･2節の変色状況

節の区分異常憂色発生率変色面積

(%)(mmﾖ）

127.1
枝打ち節39

（0～625）

515.0
自然節80

（0～800)

(％）

39

80

注：変色面獄は．変色した形が細長い三角形て

あったので(変色長×変色幅)÷2で計算した。

そこで，枝打ち節と自然節の異常変色発生率と

変色面積を調べた結果を表・2に示す。

①異常変色発生率

枝打ち節は39％，自然節は80%であり，枝打

ち節は自然節の約1/2と低かった。

②変色面積

両節ともかなりのバラツキはあるが，平均値で

見ると枝打ち節は127.1mm2,自然節は515.0

mrn2で，枝打ち節は自然節の約1/4であった。

さらに，自然節の断面を見ると，自然落枝した

節面と巻き込んだ材面の間には，調べた節全部に

空洞が見られた(写真･2)。また，変色の状況を見

ると,枝打ち節は切りLIの内側に2～3mm変色

しているのに対し，自然節は節の内側と巻き込ん

だ材面の両方に変色が見られた。これは，スギや

ヒノキを枝打ちした場合の変色が，傷の部分や節

の上方と下方に発生する6'8)のとは若干異なった

形態であった。一方，樹幹を外から見ると，自然

落枝して巻き込んだ部分は幹が突出していた。

枝打ちしたケヤキの切り口断面を見ると，全節

とも幹に直角に打ち落とすのではなく，幹の付け

根近くから外側に30～40度の角度をつけて打ち

落としていた。

3これまで報告されたケヤキの枝打ち法

すでに報告された文献からケヤキの枝打ち方法

を要約すると，

1）樹幹に沿って平行に打つ'''7)。

2）枝に直角に打つ')。

3）幹に傷をつけないように幹から数cm離し

て幹とほぼ平行に切断し，切り口は平滑に仕

上げ，断面はできるだけ小さくする3)。

林業技術No.6271994.6

の3つの方法となる。また，切り口にホルモン剤

や殺菌剤などを併用塗布した報告'3)もある。しか

し，ほとんどの報告は幹に沿って打つものが多い。

4.Shigoの広葉樹の枝打ち法
せんで＄，

Shigoは，広葉樹の枝打ち(剪定)について多く

報告しているが，その中からTreebiology&

Treecare7)を引用した渡辺が「樹木医の手引」12）

の中で，次のように述べている。

剪定では幹に平行に深く切り落とす伝統的な枝

l1~ち方法は，修復機能を傷つけるとして否定し，

幹と枝の接合部(BBR:branchbarkridge)

と枝瘤(branchcollar)を残すように主張した

(図・1)。

枝の通導組織は幹中より早く形成され，幹のそ

れは上に蝿なるよう形成される。この毎年の繰り

返しで枝の基部と幹に通導縦職の細胞の流れの跡

のようなふくらみが残る。これが枝の腐朽の幹へ

の進展を阻止するのでBBRとbl･anChcOllarを

残せというのである'2)。

この説と筆者の調べたケヤキの枝打ちの仕方は

ほぼ一致しており，全く誤った方法とはいえない。

しかし，幹と枝の付け根の近くから外側に

30～40度の角度で枝を打ち落とす場合,太くて鋭

角についている枝を打つには，かなりの労Jが必

要であり疲労も大きいと思われるので，このよう

な枝はノコを使って外側に30～40度の角度で打

つのが無難と考える。

枝打ちの季節は，6月のほうが巻き込みが早い

という報告もあるが'7>，多くの報告や今回の結果

などから考えて,生育停止期の11月から翌年の3

月までが適馴iと思われる。

おわりに

ケヤキだけでなく広梁樹の枝打ちは，古くから

試験が実施されているが，報告数は少ない。

筆者は，ケヤキ75年生人工林で植栽後20年目

に枝打ちした林分から，代表木1本を伐採して節

解析を行った。しかし，調査数が少ないので断定

はできないが，従来の雑告とは若F異なった結果

を得た。すなわち，幹と枝の付け根近くから外側
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の切り 込み

Collar)

図･1Shigoの枝打ち法（広葉樹）

(Shigo原図）

へ30～40度の角度をつけて枝打ちすると巻き込

みもスムースで，材の異常変色も少ないことがわ

かった｡この方法は,Shigoの報告とほぼ一致して

おり，ケヤキの枝打ちには適した方法と考える。

最後に,Shigoの文献についてご教示を賜った

東京農工大学の渡辺直明先生に深謝の意を表する。

（兵庫県造林緑化公社・西播磨事務所）
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和歌山県における海布丸太の生産について

やまもとたかお

山本崇夫
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1．はじめに

海布丸太とは，古くから京都北山，奈良吉野地方で

生藤されてきた膳丸太の最小篠木のことで，一般的な

規格は，末口径3.6～4.5cm,長さは1m,3m,4

mで，長さに対する末口径とﾉCII径の径差（細り）の

少ない（完満な）ものほど良品とされている。海布丸

太のI淵源については定かではないが「海布」はTIf野地

方の銘木業者の呼び名で，海布または束（たば）とも

呼ばれている。京都北1l1では，「垂木｣と呼ばれ主に高

級和風建築，一般那l1肌建築や数寄屋，茶室建築の軒下

用化粧タルキ等に71iくから使川されている。また，喫

茶店等の内装（写典･1）に使用されている例もある。

和歌ill県の海布丸太41う罐については，吉野，北ulの

ような朧史がなく昭和50年代からのスタートでいま

だ20年に満たない。しかし，当地域はほとんど積雪が

なく淵暖多雨な気象条件と昭和30年代より地域の篤

林家や林業研究グループ，試験研究機関によって全国

の優良サシ水スギの導入が行われ相当数植栽されてい

たことや，一部サシキスギの密植造林地もあり，加え

て，紀附地方の特に熱心な林家が集約林業をli術し，

紀南I葡度集約林業研究グループを結成，活雌しており，

これらのことから和歌山県の海布丸太生産が現在のよ

うな発鵬につながったものと推察できる。

2．地域の概要

本県の海布丸太生産は，県中・南部の林業地帯に集

中しており，紀南森林計画区がその'I』心となっている。

而獄は176,969haで人_[林率63%,人工林の樹種は

スギ，ヒノキが大半で制薬の磯んな地帯である。気候

は黒潮の影騨を受け渦暖であり,年平均気温は潮岬(本

州蝦南端）で16.8℃，年間降水･itは1,500mmから

4,000mmを超える地域もあり，林木の生育には適し

た地域といえる。祇雪は奥地の111岳部を除いてほとん

どなく，降雲もまれである。

3．育林技術について

1)海布丸太の適地品種により多少差があるが，

一
与
置
季
１

二
一

一
一

喫
茶
店
の
内
装
例

１
”
け

認

写
真
・
２

海
布
１
年
生

地位は中以k,できるかぎり緩傾斜地(25'以下）で，

自動車道より少なくとも500m以内，降雪獄が少なく

方位は北向きに近い)ﾘ『が望ましい。

2)地栫え均一な木を作るため，植栽間隔を均等

にする。そのためにはWII付けは行わず前生樹の太い枝，

幹は造林地の外に運び，細い枝条については細かく切

断し造林地内に散布する。

3)植栽本数植栽本数は，正三角形植え，正方形

植え等があるが，技張りのバランスを考え85cm×75

cmの三角形植えが多く行われている。植栽本数につ

いては15.000本/haが標準であるが，生産|-I的が2

m材か4m材，また，太もの，紬ものにより植栽密度

も変わってくる（写典･2)。

4)品種・系統IM1樋の選定は，海布丸太作りのう

えで大変重要なことで，適地,"AI1,種を誤ると，いか

に高度な技術をもってしても良蘭な製品を作ることは

困難である。

伸推技術N().62719941.6



17

1993年現在表･2海布丸太等特殊材生産調査表(林齢別）
1993年現在一

表･1海布丸太等特殊材生産調査表（品種別）

牛産臼標品種｜林齢面噴(hの本数(本）密度(本/ha

gg(h鋤本数(本）密度(本/hal林齢042

8.46

17.93

22.46

060

14.62

0．08

041

671

0．01

277

33.58

0.05

0．32

0．10

151

0．17

0．16

0．15

0．08

0．49

596

３
２
４
２
２
２
７
８
３
２
１
１
２
５
２
２
５
９
１
０
０
６
１
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

訓
蠅
鞭
蝿
躯
晒
蝿
繩
恥
珈
邪
蠅
伽
唖
Ⅷ
卿
ｗ
却
伽
噸
叩
叩
朏

イケダ

イワオスギ

クモトオシ

サンプスギ

シチゾウ

シバハラ

シンシロ

シンタニ

センゾクシバハラ

タノアカ

ナカムラ

ヤマグチ

ヤマグニスギ

ワカツ

桑名1

精英樹

西牟婁17

東牟婁10

東牟婁13

東羊雲3

龍神1

不明

合計（平均）

５
６
７
６
７
０
１
７
刀

９
３
７
８

２
２
１

畑
珈
瑚
卿
加
幟
測
卿
”
晒
切
噸
剛
卿
刎
剛
即
峨
珈
弧
蜘
顕
獅

海布 20

8.5

6.3

5.5

7.5

6.1

9.0

4.3

4.7

8.0

68

67

2.0

6.5

20

77

45

85

90

6－5

45

5.8

6.0

２
３
３
３
２
２
３
２
３
２
１
１
２
７
５
５
９
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２

肥
的
舶
乃
伯
岨
刀
翻
乃
調
卯
佃
闘
伽
加
叩
伽
魍

０
１
６
８
４
７
１
７
１
５
１
８
９
５
５
０
５
４

291

8．90

9.47

11.59

975

11.35

1416

10.34

14.72

12.44

6．17

2．90

0．86

0．02

1．16

0．13

010

0．07

記
烟
杷
燗
仙
鞭
弱
記
馴
岬
洲
弱
側
６
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１

、
鋤
迦
妬
螂
怖
伽
郷
狐
細
細
刑
伽
矧
剛
卸
卿
珈

海布1年生

2

3
4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

’19

33

426

４
１
２
１
１
１

２

1.452,398 12,471合計(平均)’11704
５
１６

資料：ドll歌lli兇林政抑唯務軒料(表･1..2とも）
117041，452

品種を選ぶ条件として，①真円で通直なもの、②気

根が出ないもの，③枝打ち後の巻き込みが早いもの、
つや

④I長成長が良いもの、⑤色，艶の良いもの．⑥製品

に干割れ．曲りの出ないもの等が挙げられるが．これ

らの条件をすべて兼ね備えたI鼎種は発兇されていぼい。

県|ざで値栽されている〃,穂は表・1.2のとおりで,i;

な品種の特性についてはド記のとおりである。

ヤマグチスギ福岡県より導入された品種で昭fil

60～63年にかけて火量に移入された。早生へ中鞭型で

肥沃地での成長は旺磯である、また、発根率が良く.1W

木の増殖が容易である。しかし，この品種はクローン

でないため，すべてのヤマグチスギに気限が発生する

かどうかは不明であるが，すでに伐採された材で3m

以上気根が出ていたものもあった。また、幹が軟らか

く，強度に枝打ちした場合，枝下での幹曲りが出やす

く枝の巻き込みもあまり良くない。

サンブスギこのスギは通直真円で．業将にも人気の

ある品穐である。膳ﾒL火にも適しており，発根性に優

れていることから苗水作りも容易である。欠点として

は．伎数が多く多少枝打ちがしにくいことと，病謀虫

にも気をつけなければならない穆患た，色，艶のliliで

劣るといわれている。

クモトオシ特に，適地の選定がﾉ<切である。長Iﾘ『は

成長が良く、枝打ち後の巻き込みが特に良い。短所は“

写
真
・
３
海
布
林
９
年
生

セ
ン
ゾ
ク
シ
バ
ハ
ラ

；
|直栽場所によりIIIIりが111ることと多少真円性に欠ける

点であるー適地に植えられ手入れの行き届いた林分は

高illiに取引きれている、

シバハラ膳ALAc原木としては人気があり売りやすい

IW1種であるが．海布丸太の原木としては元IIIIりが出る

ため効率が悪い饅

イワオスギ成長が良く通直性にも優れているが，枝

が略く枝判.ちがI_にくい。また、10年生を過ぎたころ

から気根がIlIやすく、膳丸太川には要注意である。

センゾクシバハラ競近多く順えられている品種。通

直性抜腓で材が蟻く．雪にも強いようである。欠点と

しては、枝打ち後の巻き込みが遅く,r割れがしやす

いこと（吉野の業荷からの聞き取り）と、病審虫に弱

いことがいわれている（写真･3）

皇のほか．ナカムラ（福岡)、精英樹（和歌11i)、シ

休業技術K《》.627199'l6
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ンダニ（京都)，シチゾウ（福岡）などがあるが，製品

化されたものが少なく，今後の洲査が必要である。

5)下刈り植栽当年，1～2回刈り，以後2～3

年目は2～3回刈り，4～5年目は1回刈りのケースが

多い。ただし，カズラ類の多い所は特に注意する必要

がある。

6)枝打ち品種，植栽地の地位等により多少差が

あるが，通常3年月から実施，優勢木は強度の枝打ち

を行い肥大成長の訓幣を図る･枝打高については，枝

下直径2.0～2.5cmまで打ち上げるため,密度13,000

本/ha以下植えでは品種により枝葉の重さと幹のバラ

ンスが崩れ，枝の訓聴を怠ると枝下の幹にIII1りが生ず

ることがある。また，巻き込みを良くするため残枝長

はできるだけ短くするよう(多少材部まで達するよう）

ていねいに枝打ちを行う。枝打ちの道具はナタ，ヨキ，

カマが使用されているが，技術習得が容易で作業能率

も良いことからカマが広く使用されている。

7)施肥施肥は一般に行われていないが，成長の

良くないIW!種やセンゾクシバハラのように施肥を行っ

ても曲りにくいもの，また，ふぞろいな林分に単木単

位で施すことがある。

8)病虫獣害の防除海布丸太は幹の優美さが生命

であるため，苗木段階での赤枯病防除はもちろん，幹

曲りの原因となりやすいスギメムシガ，枯損の原因と

なるコウモリガ，最近急増傾向にあるシカ，カモシカ

の害があり，これらの防除が大切である。しかし，決

定的な防除方法がなく，スギメムシガについては二又

枝等になりやすいため，早めに食害による新芽のふぞ

ろいを洲盤すること。シカ，カモシカについては忌避

済の塗布や防護ネットがある。古座川町内にある北大

演習林では，植栽地の周囲にカンレイシャを設置する

ことにより100%の防除効果があったと発表している

が，風の強い所での設置は困難である。

4価格の動向

当地域で海布丸太が最初に伐採された昭和57年の

売値950円/本から，58年1,100111,59年1,3001:I],

60年1,400～1,500円，平成元年には，平均1,500円，

特上物で3.000円と安定した伸びを示し，平成5年前

半までこの価格を維持してきたが，限られた消費の中

で全国IW過剰植栽もあり,1.500円程度であったもの

が平成5年後半になって1.000円を割るなど，一時的

な現象かどうかはわからないが急落している。

5．今後の課題

海布丸太の生産は，従来の林業に比べ超短期間に収

休業技術N().6271994．6

穫が可能で収益性にも優れていることから，この生産

に取り組む林家が最近7W｢1本を中心に全国的な広がり

を示している。今後は当然，雄地間競争が起きるもの

と考えなければならない。

幸い，本県は温暖多雨で林木の初期成長が特に良く，

職雪もほとんどなく，いちばん心配されていた台風に

よる風瀞にも案外強く，海布丸太育成の条件が整って

おり，立地的には恵まれている。この地の利を最大限

に生かすことと，前掲の表･1,2からわかるように145

万本と大蹴に植栽されており，これ自体大きな強みで

もあるが，反面，あまりにも収益性が高く売手市場で

もあったため，品諏の選定を怠り欠点の多い1WI種も相

当数植えられている。育成の過程で技術的にどうカバ

ーできるか。

また，平成5年後半より生産過剰によると思われる

価格の急落もあり，今までのように個々バラバラの立

木売りだけではなく，森林組合または海布丸太生産林

家が組織化を図り，計画的な伐採計画を樹立し，現在

の立木売りから製品化までは無理としても，より付加

価値を高め利益の向上を図るためには伐採，搬出し，

海布丸太だけの市場の開設まで持っていくべきではな

いか。|利難な部門であるが，安定的な海布丸太の産地

化を図るためには，地域の生産者が一体となって努力

する必要がある。

6．おわりに

海布丸太の育成は高腱集約施業を必要とし，労働投

入量も従来の林業(柱材生産)の約2倍の600人/ha程

度となっている。また，賃金単111i,苗木代を含む資材

灘も高騰しており，逆に原木単mliが伸び悩んでいる現

状である。今までのように作れば売れる時代は過ぎよ

うとしている。

無計画な大面積の一斉植栽，一斉伐採は避け，今後

は，海布丸太で間伐をし，残りを床柱用磨丸太として

伐採する等の育林体系の作成，また，生産戯が増加す

れば市場も良質材を要求することから，平凡なようで

あるが，通品種を適地に植え,i"IIIに適した作業を実

施する。このことは，むだを省き良質材を作る最も大

切なことで，この基本だけは絶対に守ること。

産地間競争に勝ち，海布丸太原木の産地として発展

していくためには，本県の海布丸太育成に適した立地

条件を最大限に生かすとともに，海布丸太生産林家が

いかに間結し，計画的な生産と売り込みに努ﾉJするか

にかかっている。

（和歌山県／東牟婁県辮務所）
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患へ②圃琶趣圃一親林活動をｻポー ﾄする

43．生涯学習時代と森林･林業
森林文化教育委員会を設置しよう／

いはらひろあき

伊原浩昭

1．はじめに

本稿は，これからの森林・林業を，子供たちか

ら一般成人・高齢者まで多くの人々の学習活動を

支援していく役割を担う場として，生涯学習との

かかわりからとらえ直そうとするものです。

そして,生涯学習(時代)と森林･林業とのかかわ

り方について，2年間程度の調査研究と活動プロ

グラムの開発を行い，報告書をまとめる「森林文

化教育委員会」の設置を提言したいと思います。

2．生涯学習時代

生涯学習とは，国民ひとりひとりが充実した人

生を送ることを目指して生涯にわたって行う学習

です。

1966年，国の中央教育審議会答申は，学校中心

の教育のみではなく，一生を通じての教育という

考えを提示しました。

1971年，国の社会教育審議会答申は’生涯学習

と生涯教育の考え方を定義しました｡その中で｢今

日，変化の激しい社会にあって，人々は自己の充

実や生活の向上のため，適切かつ豊かな学習の機

会を求めている」と指摘し,r社会の様々な教育機

能を相互の関連姓を考慮しつつ総合的に整備・充

実しようとするのが生涯教育の考え方である」と

定義しました。

各答申は，これからの森林・林業を教育機能を

持つ場として整備・充実させていく場合には，他

の教育機関との関連性を'一分考慮していくことが

重要であることを示しています。

3．現代的課題

1991年，国の':IJ央教育審議会答申は，学校教育

を生涯学習の一環としてとらえることを提唱しま

した。

生涯学習は，乳児・幼児期から行われる「家庭

教育」と，小学校から大学そしてリカレント教育

まで含まれる「学校教育」と，学校外の地域等で

行われる「社会教育」の3つが総合的・持続的に

展開する教育と考えられます。

さらに，1992年，国の生涯学習審議会答申にお

いて，現代的課題の1つとして，環境，資源・エ

ネルギー等の環境教育の充実が指摘されました。

背景には，地球の温暖化や熱帯林の減少等地球規

模での環境汚染やI司然破壊が進んでいることが挙

げられます。また，生活排水による水質汚濁やゴ

ミ問題等，身近な環境問題も広がりを見せていま

す。

同答申は，さらにこれらの現代的課題に関する

学習プログラムについて，学習者の立場で内容を

改善・充実させ，実施の場合は関係機関との連携

が重要であることを指摘しています。

これからの森林・林業は，環境問題等現代的課

題の学習プログラム展開の場として重要な役割を

担っていくと考えられます。

4．森林文化教育

森林文化教育とは，「森林と人間の文化的･歴史

的な関わり方の学習を通して，人間と森林(自然）

との|蝋lわり方に対する正しい認識・判断を養う」

ことを目的として行われるすべての学習活動を総

称するものです')。

現在の森林文化教育の実践活動は，小学校や中

学校等の学校教育が中心となっています。特に，

次世代を担う子供たちへの教育の重要性を唱え，

森林文化教育を「人間と森林を中心においた環境

教育」と位置づけています。

しかし、今日の森林文化教育は実践活動の範囲

林業技術抑0.6271994.6
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生涯学習における森林文化教育

(河村学側女子大学教授・齋藤哲卿氏の誠義メモを参考に作成）

を広げてきています。一般成人・高齢者向けの森

林体験学習や，地域の親子向けの自然体験学習，

幼児向けの木工創作活動等，社会教育や家庭教育

にかかわる内容の学習活動が全国で展開されるよ

うになりました。

ここで，森林文化教育を生涯学習の中に位置づ

けると，学校教育はもちろん，家庭教育や社会教

育すべてにかかわる生涯学習であり，3つの教育

を相互に結びつけ，総合的・持続的に展開する教

育と考えることができます。つまり，「人間と森林

を中心においた生涯学習」と位置づけることがで

きると考えられます（図を参照)。

5．学習活動プログラム

森林文化教育を生涯教育と位置づけた場合，考

えられる学習活動プログラムをいくつか挙げてみ

たいと思います。

（1）青少年の自立を促す

現在，青少年が自然とのかかわりや，他の人間

との関係づくりの欠如を1つの原因として自立が

遅れ，登校拒否や非行が増加する傾向が見られま

休業技術N(〕､6271994.6

す。ここに森林とかかわりながら人間形成を図る

森林体験の活動プログラムが考えられます。

（2）家族のきずなをはぐくむ

本年度は国際家族年ですが，核家族化・少了化

が進み，家族関係の崩壊等さまざまな家庭問題が

報告されています。ここには，都市と山村との家

族が林業を通して交流する，都市・ll1村家族交流

プログラムが考えられます。また，親子で木工創

作活動に取り組む活動プログラムも，第2土|曜日

を中心に展開できます。

（3）高齢者の生きがい

高齢化の進む社会において，定年退職後の新し

い生きがいの場としての森林や炭焼き・木工等，

伝承文化や芸術活動プログラムが考えられます。

（4）国際理解

熱帯林の減少や砂漠化の地球環境問題を，森林

文化の視点から森林と人々のかかわりを日本と比

較し，現地の人々の立場で考える活動プログラム

が考えられます。

（5）学校教育との連携
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竪穴式住居の再現
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学校教育における教材開発や指導計画の作成は，

最も兎要な活動プログラムです。さらに，学校教

育に社会教育の視点を導入することにより、地域

での森林自然体験学習や地域の高齢者を指導者と

した林業・木工等の唯應体験学習など，漸動プロ

グラムに広がりがM｛てくると考えられます。

写真は，地域の方の協力で，学校の近隣の雑木

林から水を切り|I'し，竪穴式依勝を再現する活動

プログラムで，学校教育と社会教育の連桃した活

動事例です。

6．森林文化教育委員会の設立

（1）設立のコンセプト

森林文化教育委災会（以下，委員会とする）は，

｢生涯学習（時代）と森林・林業とのかかわり方」

について研究・協議を蓮ね，典体的な方針を報告

書としてまとめるために設置されるものです。

本委員会の名称を森林文化教育委員会としたの

21

は，そのコンセプトを「人間と森林とのかかわり

方に対する正しい認識・判断を養うこと」におい

たことによります。

（2）委員の構成

委員には林業の専門家はもちろん，生涯学習全

般にかかわる識者を委|蝋することがたいへん璽要

となってきます。

委員の構成メンバーとして考えられる方には，

"lli,農家，現場の教員，林業従事者，企業，研

究者，青少年団体の指導者等が挙げられます。

医師からは，生命と健康という視点から森林の

活用について意見を述べていただけるでしょう。

農家は水源かん養林や防風林等，森林と深いか

かわり.を持っており，体験的な意見が多く得られ

ると考えられます。

現場の教員は，幼祁園から小学校，中学校，高

等学校，大学と幅広く委嘱することによって，子

供から青年までの発達段階に応じた活動プログラ

ムの開発が可能になるでしょう。教員は実際に子

供たちと触れ合い，教材開発や授業展開の経験が

蝋富です。

青少年団体とは，ボーイスカウト，ガールスカ

ウト，子ども会,YMCA等で，これらの団体の

指導者も，子供と活動した経験が豊富です。

また，委員には博物館，公民館，青少年教育施

設等の施設関係者を委嘱することが重要です。青

少年教育施設には，青年の家や少年自然の家等，

宿泊設備を備えたものがあります。これらの教育

施設では，・青少年から一般成人，高齢者，外国人

までを対象とした多彩な活動プログラムを展開し

ています。学校教育とは違った，社会教育からの

取り組みについて多くの意見力期待できます。

さらに，林野庁をはじめ文部省，総務庁，厚生

省，環境庁等関係官庁からも委員を委嘱すること

により，イ'｣政間の連挑・協力体制を促進すること

も重要と思われます。

このような委員の構成は，国民の森林・林業に

|腱Iする理解の新しい視点を明らかにしてくれると

ともに，実践的な活動プログラムの開発と，効果

的な連携による活動プログラムの展開が期待でき

祢堆技術N().6271994．6
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ます。

（3）委員会の研究・協議の内容（案）

委員会の研究・協議の内容として考えられるこ

とを挙げてみます。

まず節1に，一般|翌I民の森林に関する意識調査

と諸外国の実態調査等により現状分析を行い，生

涯学習時代における国民の森林への学習ニーズや

活動プログラム開発の視点を明らかにしたいもの

です。

第2に，具体的な活動プログラムを発達段階等

対象別に開発したいものです。その際，学校教育

や家庭教育，社会教育との関連を明らかにできれ

ばすばらしいと思います。

第3に，活動プログラムを効果的に活用するた

め，関連施設や関連団体との連携，指導者の養成，

活動プログラムの情報提供や情報管理システムな

どを検討したいものです。

以上が，本稿で提冑する委員会の研究・協議の

概要ですが，詳しい委員会の進行プログラムにつ

いては，別の機会がありましたら提言させていた

だきたいと思います。

委員会の研究・協議の内容(案）

(1)一般国民への意識調査

(2)諸外国の実態分析

(3)学校教育との関連について

①森林文化教育研究指定校の設置

②副教材・ビデオ教材の作成

③教科書の分析

④大学・高等学校の開放講座

(4)生涯学習としての森林・林業

①発達段階への位置づけ

②活動プログラムの開発

③活動プログラムの効果的活用

(5)社会教育との連勝について

(6)関連施設との連携について

①(仮称)森林文化学習支援センター

②既存の施設の活用

林業技術No.627199‘1．6

③関係社会教育施設との連携

④都市山村交流施設

(7)指導者の養成について

(8)情報提供について

7．おわりに

林業と教育はたいへん似ているという人がいま

す。それは，成果や結果が20年,30年を経ないと

わからないからです。さらに大きな視野で見ると，

どちらも100年,200年後のために現在があると

いっても過言ではないでしょう。

生涯学習（時代）と森林・林業とのかかわり方

を方向づけるという作業は，成果はすぐには出な

い，スケールの大きなプランです。しかし，そこ

には大きな魅力と未来があると考えられます。そ

して，そのスタートとして幅広い分野から委員を

委|嘱して，委員会による研究・協議を行い指針を

示すことは，たいへん重要なことと考えるのです。

本稿における提案は，あくまでも個人的な意見

です。林野行政の知識がない一般人の意見として

ご高覧いただき，ご指導賜れば幸いです2》。

（千葉県教育庁生涯学習部社会教育課）

;王

'）筒井辿犬:r森林文化教育の方向と指針｣，森林文化研

究，第1.1紗,199gl

2）本稿は，、ド成6年2月4Hの森林文化教育研究会にお

いて「一般国民の森林･林業の理解に関する効果的手法」

というテーマで学習会が行われた際，提案した内容をま

とめたものである。

日本林学会より

「林学のあり方」報告書出版のご案内

。「林学のあり方」（中間報告書）

●「林学の中期戦略一西暦2000年における林学像

の提案」（最終報告書）

森林の研究，行政,実践にかかわるすべての人々に

必読の搬告1Iが2冊,ll本林学会から出版されまし

た。無料です〃どうぞド腿までご諦求ください。

〒102千代田区六番町7日本林業技術協会別館
日本林学会事務局(a03-3261-2766)
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林業家と建築家

切れかけているパイプに修復の手を
いなぎきよたか1

稲木清貴’
1-…-.,‘-...-.-.-,.-.-,---..-,-.-.-.-.‘.－，－－……._…_….一,---,---.-.一一’--.--….……--.－－』

はじめに

町で本屋をのぞいてみます。入口近くにある特設コ

ーナーは，自然保護に関する本で占められていること

がよくあります。そこは，「環境だ，温暖化だ，水資源

だ，ゴミだ，リサイクルだ』といった本であふれてい

ます。農業のコーナーには昨今のお米間胆もあり，「あ

－せい，こ－せい，こうあるべき」的な本があります。

さて，林業のコーナーはどうでしょう。腱業に続いて

衝いてあるのは「鳥だ，樹だ，虫だ」とrブナ林だ，

屋久島だ」で占められ，林業関係の本はせいぜい5111｝

もあればよいほうです。アウトドアブームにも乗って，

マスメディアのほうでは一億総自然派との感すらあり

ます。一般の人々にとってもう林業は「お呼びでな

い」？

こんな中で個人的に思うことを少し識き連ねてみま

す。私は設計家ではありませんし，建築技術者でもあ

りません。ただ，住宅建築業界に20年以'二おり，木造

住宅は国産材で造るべきだと強く思っています。

結論から先に書きます。林業家と建築家（ここでい

う建築家とは設計家および工務店，大_[さんを指しま

す）はもう少し正直になり，近いに交流し，少しずつ

新しい道を探っていくべきだと思います。建築家はも

う少し山のこと，木のこと，材のことを見たり，知っ

たり，勉強すべきではないでしょうか。｜剛時に林業家

も，自分たちの育てた木がどう使われ，どう活用され

ているのか，また，なぜ尚く売れないのか等,もう少

し知る努力をすべきではないでしょうか。両者の間は，

複雑な流通経路を経るうちにどこかでパイプが切れか

けてしまっているのです。切れかけたパイプを互いに

修復することが必要だと曙えます。小文がその糸口と

なれば幸いです。

建築家は林業を知らず…･･･

まず、先ほどの本のことから入りましょう。私が木

の勉強をするとします。本屋に産地のことをまとめた

本があるでしょうか｡だいたい林業関係であるのは｢建

築用木材」の本か「林業白書」ぐらいのものです。建

築用木材の本は，あたりまえのことしか書いていませ

ん。外材も国産材も同列に取り扱っています。林業地

を全陸|レベルで書いてあるものや，どこで何がどんな

ふうに厳出されるか－なんて入門禅はまるで見当

たりません。たまに見かけても，中味が“国産材はよ

い”の一点張りのようで，ちょっと抵抗があります。

まずは国雌材全般のことが知りたいのです。

ここで林業家またはその関係者,学識省,行政の方々

にお聞きします。建築家はどれくらい産地のことを知

っていると思いますか。よくて三大美林と｢吉野」「天

竜」「北l｣I」ぐらいです。「東濃」「尾鷲」「西川」あた

りがわかれば詳しいほうでしょう。ましてや地図の上

で産地を示し，どんな材が出るのか……なんてことに

なると，かなり難問だと思っていいでしょう。例えば，

東京にも林業が存在することを知っている建築家は，

ほんのわずかだと思います｡また，町の材木屋さんは

どうでしよ．う。r青梅材は丸太(足場用）だから，柱材

なんて……」と言っています。建築家は普通その材木

屋さんに注文して，材を入れています。情報もその方

面から取っているのです。

だから水のことをよく知らないし，わかっていませ

ん。でも，その建築家がエンドユーザーのいちばん近
くfツガ

くにおり，彼らが柱を杉にするのか米栂にするのかを

ユーザーと決めているのです．建築家の木に対･する知

識がこのようなものですから，ユーザーは推して知る

べしです。実はこれが実態です。

気づかいで米栂から杉へ

もう少し詳しく書くと，地方による多少の差はあり

ますが，一般的に桧の柱で家を造るのはいいことだ，

という認織はユーザーも持っています。

「でも予鏡的にそこまでは･…･」

林業技術No6271994.6
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こんな場合が問題です。

r米柵でいいでしょう」

木に強い関心を示さないユーザーなら，建築家はす

ぐそのように言います。このひと言で，林業家が一生

懸命に育てた杉は，米栂材にその座を溝われてしまっ

ているのです。

なぜか？

いろいろありますが，大きな理ljiとして大確主体の

家造りが挙げられるでしょう。仕'がってしまえば，

とりあえず関係ないのです。桧は高級，予算がなけれ

ば米栂へ。杉がかすんでしまっています。米柵の価格

の関係から苦しい単lilliを余儀なくされている杉は，ほ

んのわずか高いだけで外されてしまっています。建築

家は杉と米栂のわずかの価格差を，仕上材や設備機器

のほうにIIIIしてしまうのです。これはユーザーのIIに

見えます。たとえそれが過剰なものであったり、あま

り使用しない機能のものであってもです。

ここです.／

もし，杉材のmi絡が現在のままでもよいとすれば、

林業家，流通建築家それぞれのちょっとした努力、

気づかいで，その需要はすぐ上昇するということです。

米栂から取り戻せるのです。戦ぜなら建築家だって，

米栂より杉のほうがいいことはわかっているのですか

ら。瓦いの情報や意見の交換がH常的に行われていれ

ば，

「桧では無理ですが,杉でどうでしょう。やはり米栂

に比べれば.H本の気候風土に合うのは杉のほうでし

ょう。Ⅲi格差もほんのわずかです。隠れてしまいます

が，椛造材ですからおろそかにはできまぜん。{|:kげ

や設備も火事ですが，構造に多少お金をかけることは

重要ですよ」

との説Iﾘlがなされるのではないでしょうか。

伽格が現行のままである不満は少しおきます。まず

需要を取り戻す必襲があります。失ったシェアを完全

に取り戻すことは難しいでしょうが､やはり|到産材25

％てはどうしようもありません｡少なくとも5()～60％

にはしなければと思います。

そのためには．まず国産材のPRを建築業界に対し

て実践する必嬰があります。もちろん，すでに行われ

ているのてしょうが、伝わっていないのですから方法

を変えていくべきです。国産材の入門書も対建築家向

けに作らなければいけません。その中には森の果たし

ている没判，治lll治水のこと、涜源としての木材等等

等，正しい知識をI聯広く詰め込んだものを…“．。

林難技術N().62719946

ドライもよいが粘りも必要

次に乾燥について少し……｡業界では今,｢人乾」「ド

ライ材』という流れが強まっています。木材の狂いが

建築現場サイドからよく問題となるので3'11然といえ

ば当然なのですが．．…。さて，どんなものでしょう。

あまり完全なドライは水を殺すことになりませんか？

もちろん，科学的な蕊付けがあって“ドライ”なので

しょうが，なにがなんでも“ドライ”というのはどう

も気になります。建築家が短絡的に「ドライはいい」

と受け取ってしまうので，ますますそうなるのかもし

れません。しかし，狂わない材料にするために水の持

つ本来の特性が失われては、なにもなりません。木の

代替材を今度は木が追いかけ．木であることよりも，

狂いがないことを優先するような，そんなことになり

はしないでしょうか。程度の問題だとは思います

が……。

木は生まれ，育ち，伐採されて木材になります。人

乾でドライにされるとき、人に例えれば体の水分量が

末体験ゾーンに入っていくのです。事のよしあしは数

十年後にしかわからないかもしれません。
くぎ

ところで，ドライ材に釘を打つと，簡単に判れるケ

ースがよくあります。材としての粘りがないのです。

こんな話があります。屋根のド地材に昔は杉板をは
かｵJら

っていました。現在は合板が主流です。葺上材も瓦よ

りカラーベスト（石綿スレート板）が主で、ビスや釘

でとめています。最近の調査では，このビスや釘穴か

ら水が入っている－という鵜I『があります｡合板は

ビス･f1.の通過のあと，杉板のように戻らないのです“

そのすき間に雨水が入る－というのです。「野地板

は、やはり勝のように杉板がよいのでは」といわれ始

めました。

私は，ドライ材の話がこれと何か似通っているよう

に思うのですが．…．．。

よくて上小節の需要が主

私はlll作業が好きで、遊びとして枝打ちを体llに少

しだけさせてもらっています。充満材を育てる．林床

の植生をよくする．節の少ない材をつくる等、枝打ち

の効用がいわれています。大切なことであり，よいこ

とだと思います。遊びでやる枝打ちはとても楽しいも

のですが．プロサイドからは人手が足りなかったり，

予算の都合があったりで，頭の揃い作業としてとらえ

られているようです



建築サイドから，この点についてひと言申し上げた

いのです。『節の少ない材料』，これは現ｲ1首，私どもが

建てている↑i;宅では多くを典求されていません。なぜ

なら，和室は1棟にひと間かふた間だからです。残念

ながら大壁が主流です。まして無節材の,住などには、

価格的にほとんど手が出せず，一般の雌宅には使われ
心〈

ていないのが実情です。よくて無垢の|鷺小節で，ある

いはハリモノで済ませています。枝＃l.ちは必要だと思

いますが，あまり細かい点まで注意してやる必要はな

いのかもしれません。,蔚級材を生朧||標としている林

分は別として，それよりも、やるべきときタイムリー

に必ず実行するほうを選ぶべきです。人手や予算の問

題があり，ユーザーの中には節のあるほうが｢本物だ」

と喜ぶ人がかなりいるのですからなおさらです。それ

ほどハリモノがのさばっているのです。

ユーザーは，たとえハリモノであっても水を求めて

います。「木はいい｣、これはユーザーの声なのです。

有名ブランド材や無節材だけでなく，本物であれば節

があってもいい－というﾉ街です｡間魑は，どうやっ

てそれを手峰に下に入れられるか，なのです。

林業家サイドとすれば11刑料の点が電要でしょう。で

も，それにこだわって|剰娠材のシェアがなくなってし

まっては，なにもなりません。Ⅲi格miにしても皆が皆、

節の少ない材を出せば、やはり厳しい状況になってし

まいます。｛､i加価値も大切ですが，薄利多売の部門も

織り交ぜながら，要はIII(林分）全体の歩1I"をいか

にkげていくか，です。

教育界にも交流を

次代の粁物たちのために教育，特に大学について少

し。

林学科を卒業した学生は、休業関係にどう近づいて

いるのでしょうか。実際のところはよくわかりません

が，積極的にその〃Imiに進んでいる〃が､|4数以l:とな

っていることはないのでは？rIl本の林業は厳しい

状況だ」「もう外材が75％だ」『働き下がいない」な

ど，学生の上'.に入る話は暗いものばかりでしょうから。

これでは夢を持って「よしやるぞ」と想う人が少ない

のはしかたがないように思います。もちろん，‐部の

地方でこれとは反対に，やる気のある若荷集団もある

ようですが……。

一方，建築学科はどうでしょう。こちらは国産材ど

ころか，木造の話も少ないようです。国産材の位消づ

けをしながら木造のことを話せる先ﾉliは、やはり少な
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いようです。学校で教わらないまま、彼らは設計事務

所やゼネコン，ハウスメーカーや役人へと就職してい

きます。仕事場では木造の場合,ii流は外材なのです。

そこで，種々I蹴需はあるでしょうが，次のようなこ

とが行われたらよいと思うのです。両肴の交流です。

まず林学科では，「水造建築｣の識獲を実現する。有名

な設計家を講師に附き,l･l本の水を使うと，こんなに

すばらしい住宅を造ることができる。りっぱな水を育

てることの必要性を建築サイドから諮る。反対に情熱

的に111づくりをしている林業家の力に，建築学科で講

義をしていただく。|淵lく学生は‘そこに夢や希望を見

いだすことでしょう。

次代の若者たちは、こんな環境で山，そして建築ま

で･･体に学ぶことができる－その111でl_IIづくりの

プロ，建築のプロとなっていく。この人々が'1本の林

業を活性化させ，よりよい街並をつくっていくﾉJとな

るような気がしてなりません。

これらのことは，学校や役所だけでなく，業界サイ

ドのﾉ〈人である私たちの責任でしょう。林業と建築業

の間にはﾉくきな隔りがあります。しかし，現実にはす

ごく近いのではありませんか。それなのに，お亙いの

ことはあまりよく知らない。これを直していく努力を

しなければいつまでも辮態は変わらず，国産材の先行

きはますます暗いものとなってしまうのではないでし

ょうか。

おわりに

以上，まとまりのない話を書き連ねてしまいました

が，国厳材の使州者が国産材をあまりよく知らないこ

とだけは確かです。建築サイドの不勉強が第1の原隊｜

でしょう。反省しなければいけません。でも，それに

気づいたとして，その方面の情報を集めようにも手が

かりがあまり兇)1iたらないことも琳実です。杉、桧が

どんなふうに育っているのか，どんな所で生雌されて

いるのか．．…･･今後，・・般の人々の卜lが山へ向いたよ

うに，建築界の『Iも必ず111に向くはずです。そのとき，

林業界は待ってましたと迎えていただきたいのです。

i'lli満の恢近が，きっといい結果を生み出していくもの

と偶じます。

火縦・貞確の問題，鎧と.舳質の均・･性の問題．輸送

の問題，人手イミ足の問題，外圧の間魍と挙げたらきり

がないほど．問題はlll樅しています。でも、「良い物を

つくっていく｣.この‘怖熱が少しずつ確を壊していくの

ではないでしょうか。（浜仲間の会会興）

林業技術NL)627199f1.6
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一
四
八
○
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
レ
シ
チ
ン
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
脳
を
イ
キ
イ
キ
さ
せ
る
成
分
と
し
て

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
物
質
で
す
。
レ
シ
チ
ン
が

脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
は
、
脳
の
中
の
神
経
伝
達

物
質
と
し
て
重
要
な
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
原
料
と

な
る
た
め
で
、
ア
ル
ッ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
症
に
か

か
っ
た
脳
に
は
、
こ
の
物
質
が
極
端
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

脳
の
中
で
、
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
が
少
な
く
な
る

と
、
神
経
ど
う
し
の
伝
達
が
う
ま
く
い
か
な
く
な

り
、
物
忘
れ
と
い
っ
た
激
し
い
記
憶
障
害
が
起
こ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

み
そ
汁
は
、
ま
さ
に
頭
の
機
能
を
よ
く
す
る
「
レ

シ
チ
ン
・
ス
ー
プ
」
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
の
う

え
み
そ
に
は
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
重
要
な

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
が
消
耗
さ
れ
る
と
き
に
欠
か
せ
な

い
ビ
タ
ミ
ン
凸
も
た
っ
ぷ
り
。
ま

さ
に
、
朝
の
み
そ
汁
に
は
、
「
頭
を

よ
く
し
て
く
だ
さ
る
神
さ
ま
」
が

宿
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

み
そ
汁
の
ご
利
益
そ
の
三
、
美
容
効
果

よ
く
発
酵
し
た
生
み
そ
一
グ
ラ

ム
中
に
は
、
麹
菌
や
酵
母
菌
、
乳

酸
菌
な
ど
の
微
生
物
が
生
き
た
状

態
で
、
一
○
○
万
個
か
ら
一
○
○

寸

○
万
個
も
楼
み
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
生
菌
は
い
ず
れ
も
整
腸

効
果
が
尚
く
、
通
じ
を
ス
ム
ー
ス

に
し
て
便
秘
を
防
い
だ
り
、
大
腸

ガ
ン
を
予
防
す
る
働
き
を
し
て
く

れ
ま
す
。

み
そ
汁
で
す
か
ら
、
当
然
、
野

菜
が
実
と
し
て
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の

繊
維
質
と
相
乗
し
て
腸
の
働
き
を
活
性
化
し
て
く

れ
る
の
で
す
。
通
じ
が
よ
く
な
れ
ば
、
頭
の
中
も

ス
ッ
キ
リ
し
て
表
情
も
生
き
生
き
と
し
、
ま
た
、

肌
も
美
し
く
な
り
ま
す
か
ら
美
容
効
果
が
高
く
な

る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
加
え
て
、
美
肌
ビ
タ
ミ
ン

と
い
わ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
恥
や
Ｅ
も
た
く
さ
ん
含
ま

れ
て
お
り
、
朝
の
み
そ
汁
は
、
ま
さ
に
〃
み
そ
汁

美
人
″
へ
の
近
道
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

み
そ
汁
の
ご
利
益
そ
の
四
、
病
気
予
防
効
果

み
そ
汁
に
は
、
大
豆
原
料
の
質
の
よ
い
タ
ン
パ

ク
質
が
ア
ミ
ノ
酸
に
な
っ
て
豊
富
に
含
ま
れ
て
お

り
、
血
管
を
丈
夫
に
し
て
動
脈
硬
化
を
防
い
で
く

れ
ま
す
。
み
そ
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
類
や
Ｅ
、
そ
れ

に
カ
ル
シ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
お
り
、

体
力
強
化
に
効
果
的
で
す
が
、
さ
ら
に
、
み
そ
汁

の
実
の
野
菜
に
は
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
ロ
チ
ン
も
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
少
な
く
す
る
と
い
わ
れ
る

サ
ポ
’
一
ン
、
．
屑
凝
り
の
解
消
作
用
で
注
目
さ
れ
て

い
る
ダ
イ
ゼ
イ
ン
な
ど
も
、
み
そ
汁
を
通
し
て
と

る
こ
と
の
で
き
る
成
分
で
す
。

休業技術Xo.62719941.6
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鍜
譲
駿
嶺
鰯
醗
鯛
識
鱸
醸
鵠
識
鑛
溌
綴
鍜
鱸
患
發
溌
銃
渋
砿
轆
灌
張
鍍

鰯
瀦
溌
驫
溌
鯨
織
駕
瀧
熱
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鍛
繊
識

Ｔ

八
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Ｈ
、
．

〆
Ｆ
▽
．
具

《
｜
割
×
．
」

繊
繍
梛
識
簿
難
戦
鐵
燕
．

天
尋
ｖ
現

職
藤
鴬
俄
徽
脇
雛
臘
熾

一
〈
働
又
、
瘤

〆
（
一
喝
〆
・
一

》
国
年
。
．
‐

ｘ
『
ザ
。
．
・

一
診
剥
“
ソ
煙
妥
《
い
、
心
討
〈
鰹
又
側
Ｙ
例
↓
⑨
ｘ
律
閏
。
ａ
偶
男
鯛
ｙ
噌
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雪
久
倒
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ｏ
ｙ
・
禅
・
紬
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鋤
寸
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Ｖ
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織
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灘
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Ｘ
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Ｊ
Ａ
ｖ
〆

轌
鯛
鞁
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醗
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溌
鰕
畿
駄
畿
鯛
愚
詫
織
鯛
鞘
篭
磯
轤
↑
壌
瑛
蝿
錬
蕊
謹
鎚

藏
と
ｑ
ブ
ｃ
ｘ
値
酔
い
同
心
ワ
ー
図
ソ
値
凸
“
吟
×
脚
‐
関
脚
ｙ
閏
ほ
腹
膳
侭
侵
随
凡
険
閏
以
侭
両
隣
目
闇
鬮
闇
圏
画
閣
ゞ
６
《

朝
の
み
そ
汁
は
長
寿
の
薬

「
頭
を
よ
く
し
た
か
っ
た
ら
、
朝
餉
の
み
そ
汁
を
し

っ
か
り
と
れ
」

「
朝
の
み
そ
汁
は
、
長
生
き
の
薬
だ
」

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
み
そ
汁
の
効
用
で
、

や
く
び
よ
う
が
み

「
朝
の
み
そ
汁
は
、
疫
病
神
を
追
い
払
う
」
と
も
い

い
ま
す
。
疫
病
神
と
い
う
の
は
、
病
気
や
不
幸
を
持

っ
て
く
る
悪
い
神
と
い
う
意
味
。

「
朝
食
の
み
そ
汁
』
は
、
な
ぜ
、
頭
を
よ
く
し
た

り
、
病
気
を
防
い
だ
り
、
長
生
き
に
役
に
立
っ
た
り

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
わ
け
が
、
ち
ゃ
ん
と
あ

る
の
で
す
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、
『
み
そ
汁
」
は
三
つ
の
要
素
で

で
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

第
一
の
要
素
は
「
み
そ
」
。

合
』
呉
互
椎
し

米
麹
み
そ
、
麦
麹
み
そ
、
豆
み
そ
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
主
原
料
は
大
豆
で

あ
り
、
大
豆
の
す
ば
ら
し
い
成
分
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

第
二
の
要
素
は
「
だ
し
」
。

カ
ツ
オ
節
や
煮
干
し
な
ど
の
小
魚
類
が
中
心
で

す
が
、
昆
布
を
使
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

み

第
三
の
要
素
は
「
実
」
。

主
体
は
旬
の
野
菜
。
魚
や
貝
類
、
ブ
タ
肉
な
ど

を
入
れ
て
作
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

み
そ
、
だ
し
、
実
の
三
要
素
が
、
絶
妙
の
バ
ラ
ン

う
を

ス
で
作
ら
れ
た
と
き
、
の
ど
が
嘘
る
ほ
ど
う
ま
い
、

天
下
一
品
の
み
そ
汁
が
朝
食
の
テ
ー
ブ
ル
に
出
て
く

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

美
味
最
高
の
み
そ
汁
で
し
た
ら
、
単
に
味
が
よ
い

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
頭
の
側
き
を
よ
く
す
る
う

え
で
も
役
に
立
つ
は
ず
で
す
し
、
病
気
に
対
す
る
抵

抗
力
を
強
化
す
る
た
め
に
も
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

特
に
、
「
朝
の
み
そ
汁
」
が
重
視
さ
れ
て
き
た
理
由

を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

朝
餉
の
み
そ
汁
に
は
神
さ
ま
が
宿
る

「
朝
餉
の
み
そ
汁
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
う
ま

く
て
、
体
が
あ
た
た
ま
っ
て
、
頭
の
中
も
す
っ
き
り

す
る
。
ま
る
で
、
長
生
き
の
神
さ
ま
が
、
宿
っ
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
わ
い
。
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ハ
ハ
」

岩
手
県
の
長
寿
村
で
お
会
い
し
た
、
九
十
七
歳
に

な
る
ご
老
人
が
、
愉
快
そ
う
に
大
笑
い
し
な
が
ら
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

朝
の
み
そ
汁
が
、
古
く
か
ら
健
康
の
要
と
し
て
た

い
せ
つ
に
さ
れ
て
き
た
理
由
こ
そ
、
岩
手
県
の
九
十

七
歳
翁
が
言
っ
て
た
よ
う
に
、
み
そ
汁
に
は
「
神
さ

ま
」
が
宿
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

「
み
そ
汁
の
神
さ
ま
」
の
ご
利
益
を
挙
げ
て
み
ま
し

よ
》
っ
。

み
そ
汁
の
ご
利
益
そ
の
一
、
長
寿
効
果

み
そ
汁
は
大
豆
タ
ン
パ
ク
が
分
解
さ
れ
て
で
き

た
ア
ミ
ノ
酸
ス
ー
プ
で
あ
り
、
体
細
胞
や
脳
の
老

化
を
防
ぐ
う
え
で
役
に
立
つ
。

み
そ
汁
の
ご
利
益
そ
の
二
、
健
脳
効
果

み
そ
の
原
料
で
あ
る
大
豆
一
○
○
グ
ラ
ム
に
は
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っ
の
こ
と
「
足
が
地
を
離
れ
た
」
「
足
が
前
に
出
た
」

「
足
が
地
に
着
い
た
」
の
み
を
心
に
抱
き
、
ほ
か
の
こ

と
は
一
切
考
え
ず
に
静
か
に
歩
く
。
歩
行
後
約
一
時

間
座
禅
を
組
む
。
こ
の
と
き
も
「
息
を
吸
っ
た
」
「
息

を
吐
い
た
』
の
み
を
考
え
る
。
夜
が
明
け
る
と
食
物

等
を
得
る
た
め
街
へ
推
鰔
に
出
る
。
一
列
に
な
っ
て

前
方
を
見
て
歩
く
。
午
前
十
時
ご
ろ
に
僧
院
に
戻
る
。

そ
こ
で
初
め
て
朝
食
と
な
る
。
そ
の
朝
食
時
に
我
々

が
招
待
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

僧
で
な
い
一
般
人
の
僧

院
で
の
厳
し
い
修
行
を
人

雌
ｋ
必
要
と
考
え
る
宗
教

心
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

僧
院
で
修
行
す
る
こ
と

だ
け
が
、
人
々
の
仏
教
へ

の
帰
依
を
示
す
も
の
で
は

な
い
。
む
し
ろ
雄
も
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、

パ
ゴ
ダ
（
仏
舎
利
塔
）
へ
の
参
拝
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
「
パ
ゴ
ダ
の
国
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
首
都
は

も
ち
ろ
ん
、
地
方
の
村
々
ま
で
至
る
所
に
建
て
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
有
名
な
の
が
ヤ
ン
ゴ
ン
に

あ
る
「
シ
ュ
エ
ー
ダ
ゴ
ン
パ
ゴ
ダ
」
で
あ
る
。
こ
こ

炉
早
つ

に
は
、
釈
迦
の
八
本
の
聖
髪
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
信

が
近
づ
く
と
、
人
々
は
浮

き
立
つ
よ
う
に
見
え
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
の

研
修
所
で
も
故
郷
に
帰
る
人
、
祭
り
の
準
術
を
す
る

人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
水
祭
り
の
休
み
に
入
る

前
Ｈ
、
研
修
所
の
食
堂
で
僻
食
を
と
っ
て
い
る
と
、

冷
蔵
庫
の
冷
た
い
水
を
首
か
ら
背
中
に
注
ぎ
込
ま
れ

た
の
を
覚
え
て
い
る
。
親
愛
の
情
を
示
す
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
当
方
も
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

じ
ら
れ
て
い
る
。

私
は
こ
こ
に
八
回
ほ
ど
参
拝
し
た
。
参
道
の
ド
に

着
く
と
緩
や
か
な
石
段
を
素
足
で
登
っ
て
い
く
。
石

の
冷
た
さ
が
心
地
よ
い
。
階
段
に
沿
っ
て
屋
根
が
あ

り
、
両
側
に
は
土
産
物
、
仏
花
売
り
、
線
香
売
り
等

の
店
が
並
ん
で
い
る
。
蚕
り
つ
め
る
と
大
理
石
を
敷

き
詰
め
た
広
場
に
出
る
。
中
央
に
、
下
部
の
膨
ら
ん

き
ん
ば
く

だ
壮
大
な
円
錐
形
の
パ
ゴ
ダ
が
、
金
色
（
金
箔
が
幾

鯵

重
に
も
貼
ら
れ
て
い
る
）

や
美
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
返
礼
の
水
を
か
け
て
も
よ
い
。

水
祭
り
の
伝
統
は
十
一
世
紀
ご
ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
と
い
う
。
今
で
は
、
未
婚
の
女
性
が
好
き
な
男
性

に
愛
の
表
現
と
し
て
水
を
か
け
る
、
と
い
う
意
味
を

本
来
含
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
水

祭
り
の
期
間
中
に
生
じ
た
男
女
間
の
情
蕊
は
許
さ
れ

る
（
水
に
流
す
）
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
一
般
に
蒜
い
女
性
は
、
そ
の
期
間
巾
仰
締
り
を

き
ち
ん
と
す
る
ら
し
い
。
私
の
家
の
メ
イ
ド
た
ち
も

夜
は
早
め
に
錠
を
か
け
て
い
た
。

や
ぐ
・
峰

ヤ
ン
ゴ
ン
の
街
通
り
の
各
所
に
は
櫓
小
屋
が
組

ま
れ
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
に
連
結
し
て
多

く
の
水
道
ホ
ー
ス
が
柵
え
付
け
ら
れ
る
。
期
間
中
、

小
屋
の
ス
テ
ー
ジ
に
並
ぶ
若
い
女
性
が
、
通
り
を
走

る
車
や
歩
行
者
月
が
け
て
放
水
す
る
。
車
は
ト
ラ
ッ

ク
で
、
荷
台
に
若
い
男
性
が
お
お
ぜ
い
乗
っ
て
お
り
、

若
い
美
し
い
女
性
の
多
い
小
屋
の
前
で
は
長
く
止
ま

る
。
男
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
水
を
か
け
て

け
ん
そ
う

も
ら
っ
て
い
る
。
全
身
ず
ぶ
ぬ
れ
で
あ
る
。
喧
騒
の

水
祭
り
が
終
わ
る
と
そ
の
翌
日
は
、
新
年
（
ち
な
み

に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
洲
縢
の
年
末
、
年
始
は
体
Ｈ
で

は
な
く
、
す
べ
て
が
平
生
と
変
わ
ら
な
い
）
で
あ
り
、

前
Ｈ
ま
で
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
唯
静
な
休
川
と
な

る
。

（
終
）
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に
は
高
僧
の
説
教
を
聞
く
場
で
も
あ

ア
ウ
ン
サ
ン
僻
院
に
て

ア
ウ
ン
・
デ
ィ
ン
氏
（
右
）
と
義
父
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
仏
教
が
日
常
生
活
に
深
く
根
を

下
ろ
し
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
だ
れ
か
が

時
た
ま
不
在
に
な
る
。
二
週
間
ほ
ど
見
か
け
な
い
が

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
丸
坊
主
に

な
っ
て
職
場
に
戻
っ
て
く
る
。
僧
院
に
入
っ
て
い
た

の
だ
。
勤
務
先
で
あ
る
森
林
局
に
は
休
暇
届
が
出
さ

れ
、
仕
事
の
段
取
り
も
あ
る
程
度
済
ま
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
不
都
合
を
生
ず
る
場
合
も
あ
る
。
け
れ
ど
も

こ
の
よ
う
に
一
時
的
に
僧
に
な
る
こ
と
が
、
彼
ら
の

日
常
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

あ
る
と
き
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
ア
ウ
ン
・
デ

ィ
ン
氏
が
、
僧
院
に
我
々
日
本
人
を
招
待
し
て
く
れ

た
。
ア
ウ
ン
サ
ン
僧
院
と
い
っ
て
ヤ
ン
ゴ
ン
の
中
心

街
か
ら
車
で
三
十
分
程
度
で
あ
る
。
建
物
は
、
日
本

の
寺
院
の
よ
う
な
感
じ
は
な
い
。
ｔ

下
と
も
板
敷
の
大
広
間
の
あ
る
二
階

建
て
で
あ
る
。
案
内
さ
れ
て
二
階
に

上
る
と
、
砿
面
中
央
に
金
色
に
輝
く

等
身
大
の
仏
の
座
像
が
安
置
さ
れ
て

い
た
。
人
々
は
正
座
し
て
頭
を
床
に

近
づ
け
て
、
思
い
思
い
に
祈
り
を
捧

げ
て
い
た
。
そ
こ
は
、
礼
拝
や
と
き

し
ば
ら
暫
く
し
て
階
下
に
案
内
さ
れ
た
。
五
人
程
度
が
座

易
や
ぶ

れ
る
円
い
卓
樅
台
が
数
多
く
用
意
さ
れ
、
鶏
肉
の
煮

込
み
等
の
ビ
ル
マ
料
理
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
お
お

ぜ
い
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た
ち
も
、
次
々
と
着
席
し

た
。
一
段
高
い
板
の
間
に
は
、
僧
侶
た
ち
が
座
っ
た
。

日
常
の
食
事
に
比
べ
る
と
豪
華
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

し
叩
二
こ
つ

の
ご
馳
走
は
、
当
院
で
修
行
す
る
人
た
ち
の
寄
進
等

で
賄
わ
れ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
僧
は
、
日
常
の

享
楽
は
も
ち
ろ
ん
妻
帯
も
許
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ

ぱ
ら
自
身
の
修
養
に
専
念
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が

人
々
の
尊
敬
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
日
常
生
活
に
必

要
な
も
の
は
す
べ
て
人
々
の
寄
付
に
よ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

士
寺
ト
』

や
が
て
坊
主
頭
に
僧
衣
を
纒
っ
た
ア
ウ
ン
・
デ
ィ

ン
氏
が
現
わ
れ
、
「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
言

っ
た
。
す
で
に
修
行
に
入
っ
て
い
る
の
か
寡
黙
で
あ

っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
比
較
的
豊
か
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
彼
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
た
ち
が
、
短
期

間
に
せ
よ
日
常
生
活
を
離
れ
て
質
素
な
食
生
活
を
送

っ
た
り
、
厳
し
い
仏
教
の
戒
律
に
従
っ
て
行
動
す
る

こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
、
必
要
な
こ
と
と
思
う
。

彼
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
る
僧
院
で
の
生
活
は
、
ま

ず
早
朝
（
四
時
ご
ろ
）
起
床
し
、
院
内
の
庭
等
を
一

時
間
ほ
ど
歩
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
歩
き
な
が
ら
三
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チ
ム
シ
ア
ン
族
の
ト
ー
テ
ム
・
ポ
ー
ル

ク
ワ
キ
ュ
ー
ト
ル
族
の
ト
ー
テ
ム
・
ポ
ー
ル

会員の広場

トーテム・ポールのはなし

しぷやきんじ

渋谷欣治
’

’ がトーテム・ポールである。した

がって彫刻は各部族によって異な

っている。トーテム・ポールの設

立は集会所の落成など記念すべき
み農か

行事や，、筒長の身罷り時などで，

記念碑としての重要な意味を持っ

ている。1811t紀ごろから建立され

たようで,19世紀末には嘘んにな

ったが，現在は原木が入手難で高

価になってきたために，あまり作

られていないようである。

材料としては，通常ウエスタン

レッドシーダー(Thujaplicata)

やエンピツビャクシン(Junipel･-

usvi,gmian)の老齢木が使用さ

れているようである。彩色される

例も多く，部族によって異なるが，

赤，緑，青，茶，白，黒色などが

使用されている。彫刻の内容はさ

まざまな様子をした人物，ワシ，

ライチョウ(サンダーバード)，タ

カ，クマ，オオカミ，シャチ，ビ

ーバー，サケ，カエルのような動

物，自然物としては太陽が見られ

る。人物としては涙を流している

顔の例があり，無益な殺生を戒め

るためのものとされている。ビー

バーの例では棒をくわえた表現の

有無など，部族により異なった形

態が取られている。クワキュート

ル族のものは線が柔らかく丸味を

帯びた形態で，彩色は赤，青，黒，

緑が主体であるが，郷彩色のもの

もあるといわれている。ハイダ，

チムシアン，トリンギット系は彫

｜､一テム・ポールは北米北西沿

岸のインディアンにより作られて

きた紋章柱で，世界的に有名であ

り，木材の彫刻IW!でもあるので調

べてみる気になった。

わが国においても，吹田市（大

阪府）にある国立民族学博物館で

はいくつもの1,-テム・ポールが

見られるし，最近では三重県尾鷲

市の市民文化会館前にも建立され

ている。私はカナダ'のバンクーバ

ー市のスタンレー公I刺で，赤，白，

緑，黒色などに彩色された人の背

の3～5倍くらいはある1,-テ

ム・ポール群を見たことがあり，

ビクトリア市のブリティッシュ・

コロンビア州立博物館では，大型

ガラスケースに納められているか

なり古いトーテム・ポール数体を

見て，いずれも特異な彫刻にしば

し感慨にふけったことがあった。

カナダ北西部のインディアンに

は，南部から北部へ向かって，ク

ワキュートル，ベラクーラ，ハイ

ダ，チムシアン，1､リンギッ|､な

どの部族があり，それらの部族の

象徴として神話に基づき崇拝して

いる人物や動物，自然物がトーテ

ムといわれ，トーテムを刻んだ柱

刻の線がシンプルで鋭い傾向があ

り，彩色は赤と黒の2色が主体と

されている。

国立民族学博物館のアメリカ展

示室にあるチムシアン族の1,-テ

ム･ポールには,写真のように上か

ら人物の顔,カエル,ライチョウが

彫刻してあり，神話ではカエルや

ライチョウが人間と兄弟の関係に

あったことを物語っている。彩色

は目やまゆ毛や魂の一部が黒,n

や翼の一部が赤で，ほかは木材の

自然色となっている。また，クワ

キューI､ル族のものはかなり大型

で，屋外に設澗されている(写真)。

要するに，木材彫刻のトーテ

ム・ポールは．インディアンの部

族にとっては彫刻の1つ1つに意

義のある重要な記念物であり，世

界の民族学（文化人類学）｜:から

も貴蕊な存在とされている。

本文作成に当たり，国立民族学

博物館では標本資料係長の宇治谷

恵技官に種々 お11t話になった。

また，飛岡次郎・三重大学教授

から寄贈を受けた文献『North.

westCoastlndianA1･t』も参考

とした。

（三重大学名誉教授）
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主

第靭回林業技術賞受賞者
壷
奉
奉
》

峠
P

*林業技術賞

rスギ（ヒノキ）皮和紙製造技術の開発とその普及」

……伊藤覚文(奈良県林業試験場主任研究員）・値貞男(和紙製造業）

「広染樹及びアカマツ中小径材等の乾燥技術の開発と普及」

……中野正志(岩手県林業技術センター木材部長）・東野派(同センター兼柾専門研究員）

rきのこ栽培技術の改善，野生きのこ特にウスヒラタケの人工我培化」
…･･･中島豊（宮崎県林業総合センター生物|_12学科長）

「クモギタケの人工栽培法の開発とその普及」・…･･瀧澤南海雄（北海道林産試験場きのこ部生産技術科長）
PR国

鱸難
雛罰腱麺
緯駕.ドー』兜 第“回赫業技術コンテス塗入賞者

4

＊林野庁長官賞

「林分蓄秋把握のための簡易ビッターリッヒ法の応用と計測器具の開発について」
……石上公彦(北見営林支局指導計画課）

r林道_[事における「簡易工法の経過観察と改良」について」
……戸村二美男・中村晴一(東京営林局静岡営林署）

「ヒノキと混植されたケヤキの形質」…………………………寺本紬子（名古屋営林支局久々野商II1営林署）

＊日本林業技術協会理事長賞

「択伐作業による天然林の伐採蕊算定方法について｣……金谷誠・演田革(北海道旭川道有林符理センター）

「低コス|､林内路網による集約施業一高品質材生産を同指して」……朝長靖洋（長崎県／篁巴縢業㈱）

r優良シキミの選抜と有利販売」・…………．．……･………･･…安田宜浩・小西忠重（大阪営林局神戸営林署）

「小豆烏治山事業の施工結果について」・…･…………･……lll内三津雄・多田賢二（高知営林局高松営林署）

蕊‘患第5回毒雲緯鋤職論文三三毒哀卜入賞者、…『
＊林野庁長官賞

「節解析によるブナ，ケヤキにおける節の形成過程に関する研究」…………………堀真輔（宇都宮大学）

r加茂街道の松並木の変遷」．．…………………･･……………………･･･…･…･…………･…小林悦ja(京都大学）

＊日本林学会会長賞

r多摩川とその流域における二次林樹木の健全度と菌類相の推移」 ………佐々木職海（東京大学）

＊日本林業技術協会理事長賞

r千本松原における海岸林の保全について－林分位置，林帯幅とクロマツの生育・分布」
……齋藤正徳(静岡大学）

「森林斜而脚部土層における水の挙動について」…･…………･……………･…．．…･……衣川和幸（鳥取大学）

「豪雨型斜面崩壊に対する降雨量の影響について一平成5年豪雨による鹿児島県下の土砂災害」
……上別府郁代(高知大学）
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かん

に不動産なんだろうか。人々は銀
縁K

難辛袴を屯ねてわずかな土地を手

にし、そこにささやかなマイホー

ムを新築しても、10年も経ないう

ちに増改築の必要性に追いたてら

れている。それは今の世の中、森

羅万象すべてのテンポが速すぎる

ため，それに追いつけない住宅の

陳腐化が加速度的に進んでいるが

ゆえであろう。暖冷房や給湯とい

った生活基鵬設術の進歩は配管や

保温を根底から造り直すことにな

り，テレビやオーディオの大型化

や高性能化は間取りや防音の対応

が必要となるし，ファクシミリや

パソコンは置き場所と環境が求め

られ，車の大型化はガレージに手

を加えざるをえなくなるのである．

つまり．I耐久消費財の大波を受け

止めるためにはどうしても家を
l,どく

弄操りi'1す羽卜|になる。これは家

屋がもはや不動産ではなく|耐久消

費財･の一部と化していると見たほ

うが1剛¥，理にかなっているs

お診’妙綴右＆、

住宅は不動産そんなバカな

林業国でもあるニュージーラン

ドで今．木造中古住宅の売買が急

増している，とテレビで報じてい

た。その背景には1-1本や韓国への

木材輸出髄が伸びたことから木材

lili格が高雌，このため新築腋宅の

値段が弾ね上がったことがあると

いう。取引きされる中iIr住宅の値

段がR本円にして約200万円前後

とか。面積は定かでないが．テレ

ビ両面で見る限りでは建坪で30

坪ぐらいかcこれが深夜に売手の

t地から大型トレーラーで買手の

救地に運ばれ、文字どおり・夜に

してマイホームが建てられてしま

うのである。

わが国にももちろん中｢ﾔ住宅の

流通市場はあるがこれは住宅と土

地が--体であり，買手は現住所か

らの移転を余儀なくされることに

なる。昔はていねいに解体されて

運ばれ，買手のt地で組み立てら

れているのをよく｜|にしたものだ

が，現代では新築より高くつくこ

とにな2,特別の文化財や粋人の
趣味が昂じての移築があるぐらい

であろう。

1I本人は住宅を不動藤，つまり

動かざる財産だと思い込んでいる。

お役所もまた、不動碓税なるもの

をガッチリとむしり取ってくれる。

昔は確かに不動熊で1()()年，200

年の長期間耐用したものもざらだ

ったが，しかし現代の住宅は4"f

ー 一 － 一デー＝
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農業，林業および水産業の各生

産指数と．これらを総合した農林

水産業堆順指数は，農林水産業に

おける生雌撒の動向をマクロ的に

示す指標として腱林水産省統計情

報部で作成している。

農林水産業牝嶬指数は，農業

155,林業20､水産業121,合計296

品目について，それぞれの生産額

のウェイト（腱業7.504、林業

714．水廉業1.782：1ノj分比）を

用いて算州される｡ll"1135年以降

5年間隔で平成2年までの動向を

見ると，、|医成2年を100として、

林業はおおむね,昭和40年の150

から昭fII50年の1()0まで．1()年

間で急激に50もダウンしている

のが特徴的である．〃の農業と

水曜業については,昭和50年まで
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特別な邸宅は別として，庶民

の住宅は今後ますます耐久消賀

財的な傾向を指向していく気が

してならない。そうだとすると

新築住宅も中古住宅も簡単に移

動，移築が可能で，しかも多様

なユーザーの求めに応じた性能

を有するものを提供することが

メーカーの生きる道であり，ニ

ュージーランドがその道しるべ

なのでは。

そこで木が脚光を浴びること

になる。簡単に移動するには軽

殿が必須条件，軽くて強度に優

れ，しかも安価な建築資材，そ

れは「木」である。木材価格の

長期低迷と林業の衰退，そして

木材需要の喚起が叫ばれてから

久しいが，そろそろ業界も役所

も大胆な発想と果敢な実験，否，

実行をしてもいいころではと難

半ばでテレビを見ながら思った

のであります。

は-‐質して_l二昇基調にあった。ま

た，腱林水産業生産指数は，腱業

に連動して変化した。いずれにせ

よ，昭和50年以降は,第一次産業

全体として停滞（安定）期に入っ

ている。

次に林業生産指数に注目する。

林業生産指数は,前述のとおり20

品同の生産額を基に求められるが，

針葉樹（1万分比7,716）6冊|号|，

広莱樹(同1,880).3品|~|，竹材(同

57)，木炭（同37)，まき（同

8)，特用林産物（同2,182）8品

目による。林業生産指数は針葉樹

に連動している。特徴的なのは，

昭和45年にピークとなった広葉

樹生産が減少基調にあること，50

年以降スギを中心とする針葉樹が

比較的安定（停滞）して樅移して

いること，エノキタケやヒラタケ

などの伸びによる特用林産が上昇

していることである。

33

W三函卯

どうするかわが国の竹林

竹は古くから日本人に親しま

れ，日用品，庭|罰用資材，礎業

用資材などさまざまな用途に利

用されてきた。しかしながら近

年，木材同様，鉄やプラスチッ

クなどの代替品に取って代わら

れるとともに，竹材および竹製

品の輸入が増加し，国内の竹材

牛産最は年々減少している。ま

た，竹材生産通の減少に伴って

竹林面積も年々減少しており，

過去20年間に40％近くが減少

し，平成3年のわが国の竹林面
たけのこ

積は約84,()00ha(筍栽培林

を除く）となっている。残る竹

林も手入れが行き脇かないまま

荒廃化が進んでいるという◎

近年，世界的にもわが国にお

いても緑の保全に対する関心が

高まりを見せている。この保護

の対象とすべき「緑」の中には

当然，竹林も含まれるのであろ

うが，実際に竹林の問題が一般

国民にどの程度認識されている

か，はなはだ不安を感じる。

竹材の搬出は今なお担い出し

に頼っているように，生産面に

おける機械化の遅れなどにより

コストの安い輸入品に押され，

その結果として所有稀は竹林の

経営意欲を喪失している。その

構図は森林／木材を取り巻く環

境と同じである。｝輸入竹材のシ

エアはまだ15％程度であるが，

竹林而職の減少割合を考えると

その取り巻く環境は森林に比べ

てもはるかに厳しいものと考え

られる。

竹材は，一般に木材に比べて

機械的強度が高く，適切な伐採

を維持していけば毎年新竹が発

生するなど，天然素材として木

材にない利点を有しており，将

来，木材を補完する資源として

工業的に大鐘に利用される可能

性もある。また,昔から｢大地震
やぶ

のときは竹鮫に逃げ込め」とい

われているように，地II:!に縦横

に延びた地~ド茎は国土保全上も

極めて有効であり，里山に多い

竹林は，公益的機能においても

森林に勝るとも劣らない役割を

果たしているものと考えられる。

しかしながら，森林の持つ各

種機能については研究が進み，

多くのデータの蓄積があるのに

対して，竹林の持つ機能につい

ては客観的なデータがほとんど

ないのが現状である。わが国の

代表的景観の1つでもある竹林

を守り育て，後世に残していく

ためには，竹材の利用の推進を

通じた竹林の経済的価値の向上

とともに，遅まきながら基礎的

な研究の推進が必要ではないだ

ろうか。(N生）

(この棚は編集委員が担当しています）
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I ご参考までに。①警報が鳴ったら

｢あれは本当か」「人はどうしてい

る」などと思わず，まず自ら行動

に移ること，②貴重品だけを持ち，

芝正己の5時からセミナー6

まず，逃げよう／

Ｆ
１

ゆめゆめトランクを引きずって逃

げようなどと考えないこと，③ト

ランクで部屋のドアを押さえ，開

けて蕊§よこと，です｡①は,私た
ちも篤路したあげく，いちばん最

後になってしまいました。②は，

欧米系の人はすべて貿重品だけで

したが，アジア系の人でサムソナ

イトごと持ち出している人がいま

した。しかし，混乱の中，階段な

どでトランクが他者に対し，どれ

だけ危険物になってしまうかはい

うまでもありません。③は，消防

署員に余裕があれば荷物も助けて，

ち上がりました。あれは非常警

報〃フロントへ電話はもちろん

通じませんし，廊下を見れば，小

走りに行く人の姿が。これはもう

間違いありません。私たちもパジ

ャマの上にレインコーl､を引っか

け，非常階段を駆け降りました。

すると，ホテルの前は人だかり。

おまけに消防車も3台ほど。私た

ちがホテルから出てきた最後の人

間だったようで，消防署員に促さ

れて人中に入りました。人だかり，

はホテルの宿泊客でした。外へ出

て30分後,結局,非常警報の誤作

動と判明し，部屋に戻れたのです

が，そのときはもう空がしらみ始

めていました．．…．。

この事件(？）で学んだこと3つ，

イギリスはエジンバラでの国際

会議に出席したときのこと。せっ

かくなので，息抜きを兼ねて行く

ことにし，妻とミュンヘンを出発

しました。ところが安チケットの

チャーター便だったために，離陸

は3時間遅れ。その日の宿泊先の

ロンドン市内のホテルにたどり着

いたのは,夜中の12時過ぎという

ありさまです。で，ともかくシャ

ワーを浴び，紅茶を飲んで1時過

ぎに眠りについたのですが，3時

ごろ，かすかな物音に再び目を覚

ますことになります。

「チリ，チリ……｣と本当にかす

かな音はいったい何か－．妻と

2人，ベッドの上でしばし考えた

あげく、思わず“ガバッ./”と立

というサインなのでしょう。たく

さん見ました。ホテルの部屋は自
かざ

動的に鍵がかかるので，知恵です。

非常警報がウソかマコトか，ト

ランクまで持ち出す余裕があるか，

は別にして，とにかく危険の可能

､q翠呂………&孝一………幸一Q垂迦幸ﾕ傘&~隼……一幸亀韓………､一一＄一幸…………叫幸…ﾕｰﾕ学a

|本の紹介l

西口親雄著

木と森の山旅

近ごろの流行語の1つに，バサ

ラ（婆娑羅）というのがあるそう

だ。この言葉は，もともとわが国
はや

の室町時代に流行ったものだそう

で，既成の概念にとらわれない自

由奔放な様をいうとのこと。

本書の著者，西口親雄氏の専門

は森林昆虫学である。氏は東北大

学農学部在職中，「森林生態論｣な

る講義をしていた。その講義の題

名を，「森林生態学｣ではなく「森

林生態論」としたのは，教科書に

出てくるような話ではなく，かな

り自己流の発想で森林を論ずると

いう，勝手論をやっていたからだ，

という。

例えば，北海道の針葉樹林帯に

ついての講義では，樹種構成の話

が終わると，エゾマツを枯らすキ

クイムシの話，虫害を予防するた

めの衛生択伐論，それがかえって

大型キツツキ(クマゲラのような）

を滅ぼす結果になる，というよう

に，その森を特徴づける生きもの

はなんでも講義の対象となった。

まさに，バサラ的誰義である。

本書は，このような講義の延長

線上にあるもので，専門的知見を

土台にして，それぞれの話題が，

平易な文章でさまざまな方向へ発

展していく。森林を心から愛する

著者ならではの筆致である。

内容は大きく3つに分けられ，
また

その主要部は，全国を股にかけた

著者の森林紀行文である。ただし，

自叙伝的な色彩もあり，著者の四

十有余年にわたる森林遍歴そのも

のといってよいであろう。全国各

地の森林や古木，さらに森林とと

もに在る文化について，著者の五

森林遊学のすすめ
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体なのに,義務を忘れたR本人｡；
と彼らには映っているのでしよ§

戦
雲夢…咳………鐙…塁雲…豊…….陰』

水海スギ林政拾遣抄

れていた。折立地区に住む林業

家で，江戸時代には庄屋を務め

た家柄の岩越正志氏は,『水海ス

ギの耐雪性の荷いことは以前か

ら知っていたが，何しろ200年

も経たなければ切れないほど成

長が遅いのが難点で，これを植

えることをためらっていた」と

話されていた。しかし，56豪雪

で成長の早い他の品種が刺:並み

被害を受けた中で，これだけが

幼・壮・高齢にかかわらず例外

だったことを見て，あらためて

r水海スギ｣の優れた特性を見直

した，とも言われていた。

写真は度重なる豪雪にもびく

ともしなかった「水海スギ」の

200年生余の森林である。今で

もこれらの木の枝を採り，挿し

木して次代の森を育てていると

いう。「発根はよく，伏条，立条

性もあり，雪による根illlりはす

るが，晩成型で長伐期施業に適

している」（擶井県林業試験場

r福井県における在来スギの地

域区分｣,1980)とされるこの｢株

スギ」の，今後の研究に期待し

たい（なお，1991年5月号，本

棚「ヤマノウチスギ」参照)。

（筒ﾉI廸夫）

隔井県美lll村で，「水海(みず

み）スギ」と呼ばれる地スギの

森を訪れたcこの地方は最近だ

けでも昭和38,56年と度重なる

畿雪に襲われて大きな被害を出

し，その対漿に悩んでいる地域

である。その豪雪の'IIでも，根
限りがよく，被害が全くなかっ

たという力強い品種がこの「水

海スギ」なのである。

このスギの特性は，56豪雪の

際に同村内の三万谷地区と脇三

ヶ地区で調べた結果でも明らか

で，このIHI種は前者では9品孤

!'｣､後考では16品種中,最も低

い被害率を示している（県総合

グリーンセンター原朏継氏の調

べ)。その理IIIは，この品種の材

質の物理的特性である小さいヤ

ング係数(48.93ton/cm2)と大

きい曲げ応力(178.63ton/

cm2)によるとする研究も発表

されている(片岡健次郎ほか｢ス

ギ地方舶極の耐雪性｣，昭和55

年)｡雪に強いスギの育成はこれ

からの雪国の大きな課題であり，

溌雪後あらためてその｢耐雪性」

に着目されているのが,｢水海ス

ギ」なのである。

ところで「水海スギ」は，地

元の人たちには古くから着|皇1さ

０
１
Ｊ
■
■
・
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
！
■

感が感じ取ったものを，そのバサ

ラ的学究態度で存分に論じている。

二つ目は,「東北･ブナの森案内」

と題し，著者の住まう東北の代表

的な林，ブナ林について東北各県

それぞれの特色とその存在意義を

示しながら，専門的立場で解説を

加えている。

簸後に，「森林の歴史･日本（資

料編)」と題し，わが国における有

史以前からの気候変動と森林の変

遷について，また縄文時代以降の

文化形成と森林の変貌について，

わかりやすく解き明かしている。

水盤は全編を通して，柔軟な感

性を持って足しげく通う者に，森

は無限の楽しみを与えてくれるこ

とを示している。すなわち，森林

遊学のすすめである。

（長流水）
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天然林施業計画作成手法のシ

ステム化(1)－林型区分と林

分成長シミュレーションによ

る択伐率の決定

東京農エ大学農学部今関達治ほか

日本林学会誌76－2

1994年3月p99～107

天然林施業を行う場合，森林の

持つさまざまな機能を保ちながら

適切な保続収穫を得られる施業計

画を作成することが必要である。

保続収穫を確保するためには，ま

ず個々の林分レベルで林分拙造を

的確にコントロールすることが必

要であり，「成長戯の把握」と「選

木」という2つの技術が重要とな

る。

本研究では，さまざまな椛造を

持つ林分を含んだ大im讃の天然林

における択伐施業を対象として，

施薬計画を容易にかつ信頼性を損

なわずに作成する手法の開発を目

概としている。開発されるべき新

たな手法は，収集可能な情報を基

に，だれにでも容易に計画を作成

できるものでなくてはならない。

特に，今まで経験的判断に頼って

きた部分を，なるべく機械的，客

観的に求められるようにすること

が必要である。本報告は第1報と

して本研究で想定する天然林施業

計両作成システムの考え方を示し

天然林の林型IX分と林分成長モデ

ルを利用した択伐率の決定手法に

ついて検討したものである。

合自然的な森林造成の技術体

系一ヒノキの天然更新法を中

林業技術No.6271994.6

心に一

元･京都大学農学部赤井龍男

森林科学No.10

1994年2月p.1～4

わが国における老齢の天然林は

針葉樹，広葉樹とも近年急速に減

少し，特に建築材として優れた木

曽ヒノキ資源は伐採鼓を切り詰め

ても，あと数．|･年で枯渇するほど

激減した。しかし，天然生林の更

新，保続についての施業技術は現

在まだ未成熟で，その再生対策は

ほとんど取られていない。

一方'11本の画一的で集約な皆

伐一斉林施業は，拡大造林の奥地

化とともに多くの不成織造林地を

発生させ，また地力減退，環境保

全上の問題を大きくさせた。さら

に，この労働多投型の育林技術は

社会経済の急速な変化と国際自由

市場のI11で，林業経営の基盤を揺

るがせることになった。

このような情勢にかんがみ，本

論文では二十数年にわたる天然更

新や人"I造林作業および林地保全

等に|對する研究成果を踏まえ，合

自然的森刺施業の1つの典型とし

てヒノキの天然更新技術と，自然

の法則性を重視した粗放な人工造

林技術についての体系化が試みら

れている。

熱帯降雨林内の写真推定した

光環境とフタバガキ科苗木の

成長に及ぼす影響

九州大学農学部矢幡久

森林立地35－2

1993年12月p.10～19

択伐や複層林，アグロフォレス

I､リーなどの施業において，林内

光環境の把握は重要であるが，一

般に最低照度が重視され，鐘条件

下で測定する相対照度を基準とし

たり，太陽高度の高い時期を進ん

で林内の平均相対照度を求めるな

どの方法が提案されている。しか
かくらん

し，強度に撹乱を受けた熱帯降雨

林などの直達光の入射しやすい林

内では，苗木が強光によって成長

阻害を受ける現象がフタバガキ科

のいくつかの樹種で観察され，高

照度条件を1回l避すべきことが明ら

かになっている。このように直達

光，すなわち光斑がどのような頻

度と放射強度で侵入するかの判定

は，照度測定点を間定して長期観

測を行うことが必要になる。

本研究は，林冠の魚眼写真画像

をコンピュータに取り込み太'場軌

道を重ねて林内の光量を推定する

方法を確立し，その妥当性につい

て検討するとともに，この計測技

術を利用してインドネシア熱帯降

雨林二次林内に植栽したフタバガ

キ科苗木の成長に及ぼす光強度の

影群について検討したものである。

鳥にとっての都市近郊林

森林総研北海道支所川路則友

北方林業46－3

1994年3月p.1～4

都市林や都市近郊林の整備が叫

ばれて久しいが，それらは当然の

ことながら人間の利用というもの

を大前提に置いて計両されるため

に，性々にして本来の森林の姿と



はかけ離れたものが出来上がる場

合がある。それが自然観察や環境

教育という目的のために利用され

るのであれば，その目的を達成す

ることが困難な場合が生ずる。

一方，地球サミット開催以来，

生物の種多様性の維持がひときわ

大きくクローズアップされてきた

が，都市近郊林の整備にもこの考

えを導入する必要が生ずるならば，

人間サイドの利用だけという発想

からなるべく早く脱却することが

先決である。その隙実際の天然

林における野生動物の利用状況を

的確に把握することがまず必要と

なる。それでは果たして，北海道

に現存する都市近郊林が，野生動

物，特に野生鳥類の生活にとって，

現在どういう価値のあるものにな

っているのであろうか。本文は著

者がこの5年間調査を継続してい

る札幌市羊ケ丘の天然林における

繁殖期の状況を例に取って考察し

たものである。

山腹の保水機能の評価

広島大学エ学部三島隆明ほか

水文・水資源学会誌7－2

1994年3月p.120～129

森林の保水機能については，環

境保全，水資源確保等さまざまの

観点からその重要性が認識され，

各方面でその定最的評価方法の確

立を目指して検討が続けられてい

るcこの研究もその一環であるが，

流域の規模，ひいては水路に流出

してから後の遅れの時間が無視で

きる程度の小流域に注目し，主と

して山腹を対象とした保水機能の

定量的評価を試みたものである。

この場合，最終的には保水機能を

客観的に評価できる総合指標が必

要であり，それを求めるため，降

雨から流出に至る現象を具体的に

表現するシミュレーションモデル

が必要である。これらを総合する

と，既に提案されている各種のモ

デルのうち，各種の単位図法ある

いはタンクモデル法が適当である

と考えられるが，本論文ではタン

クモデル法を用いている。

本論文は，広島県江IIl‘儲町にあ

る，山火事のあった2流域と，火

災を免れた1流域を対象にして継

続されている水文観測の資料に基

づいて，評価方法の妥当性を検証

するとともに，これらの流域の保

水機能の評11iを行った結果を示し

たものである。

ドイツにおける「入林権」と｢休

養林」の法的取扱いについて

岐阜大学農学部木村正信

山形大学農学部有永明人

林業経済No.544

1994年2月p.23～32

1975年5月21Jに，国家単位と

しては初めての連邦森林法が制定

された｡この成立までに20年以上

に及ぶ議論が交わされている。

連邦森林法が長年に及ぶ議論の

末ようやく日の目を見た背景とし

て,まず第1に60年代半ば以降に

顕在化した林業経営の不振と木材

illi額の低迷に対する統一的な経済

援助の必要性と社会経済的な基盤

づくりが挙げられる。それととも

に，余暇の拡大に付随した森林利

用・休養志向に代表されるように，

森林の公益的機能の向上と環境の

保全を掲げた社会的な要求を無視

することはできない。したがって，

連邦森林法第1条では，この法律

の目的として，収穫機能の向上，

秩序正しい林業経営の保続的な維

持，林業への助成などと並んで，

森林の有する環境保全および休養

機能を十分に発揮させることが明
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記されている。そこで，森林を陸l

民休養の場として活用するための

基本的な条件である「入林権」と

｢休養林｣に関して，旧西独地域で

の法的な取り扱いを盤理し，その

特徴を考察するとともに，適用の

実態について述べたものである。

1990年森林資源評価(熱帯地域

要約）

FAO井上幹博訳

世界の農林水産

1994年2月p.21～32

これはFAOが1990年末にお

ける熱帯林の状態，1981年から

1990年までの10年間における熱

帯林の減少・劣化の状態を評価調

査したもので，調査方法と調査結

果が概略取りまとめられている。

この調査方法は,90カ国を網羅

して二段|階を経て実施された。一

段階としては，現存する統計，地

図データが収集され，データベー

スに組み入れられた。二段階とし

ては，サンプリングされた117地

域における1980年と1990年との

2時点で撮られた高解像度衛星mi

像(ランドサット)を使用したリモ

ートセンシング調査が実施された。

この調査結果によると，過去10

年間における年平均熱帯林減少面

積は1540万ha(年減少率0.8%)

であった。地域別減少面積は，ラ

テンアメリカ・カリブ海地域が最

も大きく，次いでアフリカ，アジ

ア・太平洋地域となっており，減

少率ではアジア・太平洋地域が高

くなっている。

一方，1981年から1990年まで

の10年間の熱帯林造林面積は,年

平均報告面積で261万ha,成林面

積で180万haとなっており，熱

帯林造林面積の約6～8.5倍の熱

帯林が減少しているという。

林業技術No.6271994.6
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平成6年度 林業技士養成講習・登録のご案内(概要）
林業経営部門に「森林環境」科目新設／

－あなたも専門的林業技術者の資格を取りましょう－

労働大臣指定通信講習社団法人日本林業技術協会

林業技士制度は，社団法人日本林業技術協会が農林水縢事務次官依命通達により専門的林業技術者を
義成し，認定・登録する制度です。林野庁長官の定める林業技士名簿に登録しますと『林業技士』の称
号が付与され，専門的林業技術者としての業務に従甑することができます。また，この誰習は，労働大
匝指定の通傭諦習として満40歳以上の雇用保|険加入者が受講料等を自己負担した場合r中高年齢労働者
受講奨励金」（1/2助成）を受給できます。

1．受講資格

大学，短大・旧高専または養成研修専攻科の林業に関する課程を修めて卒業した者，その他の者で，
各登録部門の業務に学歴に応じ，大卒は7年，短大等は10年，それ以外は14年の経験のある者。

2．登録部門

林業経営，森林土木，森林評価，林業機械※受識者少数の場合は開諦延期になります。

3．講習内容

四部門のうち一部門を選択し，通信研修とスクーリング研修があります。
通信研修はレポートを3回提出。
スクーリング研修は，レポートの成績が所定の基準に達した蒜について東京で5日間行われ，修了試
験があります。

4．講習修了の認定

通信研修・スクーリング研修の修了試験の成績について林業技士資格認定委員会が審査します。
(H7．3月下旬）

5．申込期間
6月1日～7月31日まで（当|｣消印有効）

6．講習期間

通信研修9月～11月の3カ月間にレポート3回提出
スクーリング研修林業経営H7.1/23～27H森林評11li116.12/5～9日

森林土木H7.2/6～10日林業機械H6．11/28～12/2日

7．受講料等
(1)受講料通信研修30,900IW,他にテキスI､代約7,000～16,000円（部門によって異なります）

スクーリング研修15.45019
(2)登録料20,600P1

8．無試験登録制度

次の要件を満たす者は，申請（締切り12/17）によって認定・登録できます。

(1)養成研修専門科の林業機械，治山または土木を修了し，その部門の実務経験10年以上の者
……林業機械・森林土木部門

(2)1級土木施工管理技士で森林土木の実務経験10年以上の者……森林土木部門

(3)林業専門技術員としての実務経験が5年以上で，かつ実務経験が合算して10年以上の者
．．…･林業経営部門

9お問い合わせ先

（1脚日本林業技術協会林業技士養成事務局丑（03)3261-6638（〒102束京都千代田区六番町7）
(2)各営林（支）局林業技士関係担当者(3)都道府県林務課または林政課等の林業技士関係担当者

以上
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厳業開顔行箏－賃

lX分

"I1i

〃

岡山

中央

区分

行澗名

全幽沌サミッ1

KOBEインターホーム

'94

第18回全凶の児童･生徒木

工工作コンクール

"27IIIIt腱乾椎灘品評会

行覗名

期間

6.1～3

6.2～5

6-4

6．15

期間

中央｜第42回全鬮乾椎茸品評会7．4

鮮鴫燃撫鴇雛鱒'7.6~？

愛媛｜朔日森林体験教室愛媛’7.26～29

中央(“)|驚撚轆騨学校林業|z28~”
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6 月

itill;団体／会場／行堺内容等

兵庫叫↓火睡町(兵庫鼎燕父郡人陛IIII火爆市場11750796-69-0120)/おお

やホール(兵応県凝父郡火腱町111路7)および天竜(兵庫県養父郡大屋町筏
地区内)／日本の流金国協総会の総会の記念イベントとして，「全国滝サミ
ッ1､」を開催し，流を'l1心とした地域振興や観光開発のあり方，それに伴
う自然破竣，蝋境汚染など危磯感のある問題について話し合い，滝や森が
調和した蝋境づくりを目指す。

卿神戸国際交流会(神戸I1I中央区港島中町6-ll-la078-303-0029)・円刊
工業新聞社大阪支社(大阪市中央朧北浜東2-16冠06-946-3384)／神戸ポ
ートアイランド(神戸国際展示場1･2号館)/住宅建材，住宅設備磯器・
景観材料の国際見本市および柵減会ならびに製品説明会。

日本木材瀞壮年団体連合会(東京都千代田区永田町2-4-3永田町ビルa

03-3581-4806)/WillITliプラザホテル／全国の児童，生徒が木の持つあた
たかさ，素朴さ，親しみなどを，‘りる鴬びを通じて体得し，併せて作品製
作の中から、独$l1性．表現J.技術の向上を期待する。

全国農業協同組合迎合会/JA全膿東京椎茸事業所（埼玉県久喜市大字樋
ノロ字大野50-1,a0480-23-41250/乾椎鎌の品質向上と全般的な規烙統一
を図り，生産意欲の高柵，洲要の拡火，流通の合理化を推進することによ
り，系統共販を椛進し，生産腱林経営の発展に街する。

7 月

|ﾐ催団体／会場／行事内容等

日本椎茸腱業協同組合連合会･全国椎茸生産団体連絡協議会／九段会館（東
京都千代田区ﾉL段南1-6-5)／乾椎球の規禰上と商品化の認識を高め,品質の
向上を目指すとともに，併せて系統共販を{脳催し，流通の合理化と需要の拡
大を図る。

群馬県治山林道協会（蔵0272-24-9627)／ホテル桜井（群馬県吾妻郡草津
町)／治山，材遁事業惟進にかかわる打合せ，現地視察等。

森林文化協会(東京郁中央区築地5-3-2朝日新聞社内,aO3-5540-7686)･

朝日新聞社／石鎚山など/r21世紀に残したい日本の自然百選』に選ばれ
た愛媛県lli河のほか，行鎚111,久万林業地，住友の森などを歩き，自然へ
の理解を深める。

全国間等学校林業救育研究協識会・長岬県教育委員会・長野県高等学校長
会農業部会・長僻県艇莱教育研究会／長野県木曽山林高等学校（長野県木
曽郡木曽福勝Mj新開$1236,a0264-22-2007/全国の林業科およびこれに準
ずる学科を設悩する商群学校の側係教職員が集い，当面する諸問題につい
て研究協議や悩報交換を行い、林誰教育の充実振興を図る°

休業技術No.6271994．6
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日本林業技術協会第49回通常総会報告

平成6年5月25日（水）午後1時15分から，虎ノ門パストラル（東京都港区虎ノ門）本館1階葵の間

において開催，会員228名（委任状提出者7,229名）が出席して盛大に行われた。

三澤理事長のあいさつに続いて林野庁長官塚本隆久氏,森林総合研究所所長小林一三氏，日本林業協会

会長須藤徹男氏の各氏から祝辞をいただいたあと，第40回林業技術賞受賞者の表彰,第40回林業技術コ

ンテスト入賞者の表彰,第5回学生林業技術研究論文コンテスト入賞者の表彰および本会永年勤続職員の

表彰を行った。引き続き総会議事に入り，議長に日本治山治水協会専務理事原喜一郎氏を選出し，下記

議案について審議し，それぞれ原案どおり承認可決された。

第49回通常総会決議公告

平成6年5月25日開催の本会通常総会において次のとおり決議されましたのて

会員各位に公告します。

平成6年5月25日

社団法人日本林業技術協会

理事長三澤毅

案
案
案
案

議
識
談
議

号
号
号
号

１
２
３
４

第
第
第
第

平成5年度事業報告および収支決算報告の件

平成6年度事業計画および収支予算の件……

平成6年度借入金の限度額の件…．．…･………

任期満了に伴う役員改選の件………･……．．…

……………･原案どおり承認可決

･･･………･…原案どおり承認可決

………･……原案どおり承認可決

………．．…･･原案どおり承認可.決

●●

1.平成5年度事業報告および収支決算
報告

①鈴木郁雄前理事長が平成5年12月末日をもっ

て退任し，協会顧問に就任，前森林開発公団理事

三澤毅氏が平成6年1月1日から当協会の新理

事長に就任した。

②国内事業の中では，民需部門で電力関係事業が

引き続き順調であった反面，リゾート開発にかか

わる事業が一段と冷え込み，受注環境が厳しさを

増してきた。宮公需の部門では，新たに制度化さ

れた地方財政梢置による県のrふるさと林道」や

公有林の買い入れ活用等に伴う調査，「種の保存

法」制定に関連した希少野生動植物の積極的な保

護管理事業に伴う調査事業なども始まり，国内事

業トータルとして順調な展開となった。

③国際協力事業では,継続のJICAの開発調査事業

が順調に進み(一部は終了)，年度の終盤から新た

にアルゼンテイン国等3カ国の調査事業がスター

トした。また,OECFによる｢メキシコ渓谷植林計

平成5年度の事業については，『林業技術』誌の刊

行，各種研究発表会の開催，林業技士の養成・海外研

修生の受け入れなど各種研修の実施，リモートセンシ

ングなどの森林・林業にかかわる技術の開発・改良・

普及等当協会が本来的に使命とする事業を着実に行う

とともに，当協会の有する技術力を活用して，各種調

査事業，航測事業，国際協力事業等を概極的に推進す

ることを目標として計画の策定を行った。

実行結果を見ると，政治・経済情勢の急激な変化に

見舞われながらも関係機関および会員各位の強力な御

指導，御協力のおかげで，公益事業を予定どおり実施

するとともに収益事業では予定を若干上回る規模の事

業を実行することができた。

協会として目だっ事項を取り上げれば，

林業技術N().62719946
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平成5年度収支決算報告書
自平成5年4月1日

〔損益計算書〕（別表1） 至平成6年3月31日

両」プロジェク1,,林野庁補助事業のr熱'勝林災

沓復旧技術確立調脊辮業」が軌道に乗った。

ことなどが特徴的に挙げられる。
方借

1．会員関係（会議・支部活動など）

(1)会員数（平成6年3月31｢1現在）

林野庁支部(305)，森林総合研究所支部(137)，森林

開発公団支部（283)，営林（支）局支部（3,409)，

都道府県支部（5.660)，大学支部（1,01lうち学生

635)，本部直結分会(122)，個人会員(1,277)，特別

会員・甲(140)・乙(56),個人終身会員(544),

名誉会員（0)，外国会員（12)，合計12.956名

（2）会員のための事業

①会誌『林業技術』の腿布，②技術参考図諜『森の

動物の100不思議』の配布，③林業手帳，林業ノー

トの配布,④ファイル，バッジの配布,⑤出版物の

会員割引，⑥その他

（3）総会

第48回通常総会を，平成5年5月241冒|，虎ノ門パ

スl､ラルにおいて開催した。

（4）理事会等

理事会，常務理事会を次のとおり開催した。

①理事会（5.5.19,12.16)，②常務理事会

(5.10.28)｡第2回理蝋会において三澤毅氏を新理

覗長に選任。

（5）支部連合会および支部に関する事項

a)支部連合会大会を次のとおり開催し，本部から

役職員が出席した。

北海道支部連合会大会(札幌市．5.11.2)，東北・

奥羽支部連合会合同大会（青森市．5．823～25)，

北関東･南関東支部連合会合同大会（前橋市．

5.10.13)，中部・信州支部連合会合lil大会(静岡

市・5.10.2～3),関西・四国支部連合会合同大

会(高知市.5．10.8～9),九州支部連合会大会

（大分市．5.10.8～9)

b)支部連合会および支部の活動のため，次の交付

を行った。

①支部交付金,②支部特別交付金,③支部連合会

大会補助金，④支部活動補助金

一
垂 額科 目

円

53,980,218

403,933,185

6.166,849
3,876.139
134,640,103

249.659,536

9.590,558
71,003,256

298.862,508

277,093
163,025.333
97,980.383

37.579,699
566,950,691

134,510,600

1.451,954,394
1.096,894.457
355059,937

334,767.692
1．043

2,334,285
43.432.364
289,000.000

32.040.490

会 員費
研究指導費

技術指導費
研修費
調萱研究費

航測研究費
技術開発費
一般事業費
航測事業費
航測検査費
航測費

写真作製費
森林測定費
調査事業費
国際事業費
一般管理賢

人件費
運営費
その他費用

雑損失
固定資産除却損
減価償却費
引当金勘定繰入
当期剰余金

3,348,003,034《
ロ 計

方賞

金額科 目

円

539,880

931,421
766.801
115,822
827,908

054,190
166,700

251,118
334,169
583.506
150.869
366,564
233,230
011,435

832.142
102,869

719.535
610,534
978,876
793.924

、
″
＆
、
〕
Ｕ
ｎ
″
Ｌ
〈
肘
Ｕ
ｎ
ｕ
ｕ
八
Ⅱ
〕
月
０
９
４
列
『
（
ｕ
〕
身
叩
ｌ
ｎ
Ⅷ
Ｕ
ｎ
繩
可
へ
『
Ｕ
ｎ
″
Ｌ
ｎ
ｕ
Ｕ
ｎ
叩
〕
ｎ
“
Ｌ
ｎ
ｈ
Ｕ
ハ
、
〕
ｎ
Ｋ
Ｕ

〃
如
苛
Ａ
列
『
ん
Ｊ
１
〔
ｍ
ｖ
ｎ
ｎ
Ｕ
穴
ｎ
Ｕ
ｎ
ｕ
ｕ
ｎ
叩
Ｕ
ｎ
列
『
ｎ
ｕ
Ｕ
八
Ⅱ
Ｕ
ヲ
Ｊ
ｆ
〔
ｕ
Ｕ
ラ
ノ
ノ
《
又
Ｕ
月
日
１
４
咽
Ｉ
ｎ
１
０
八
弐
Ｊ

『
ノ
ノ
ｎ
Ｋ
Ｊ
、
『
〕
〔
ｈ
Ｕ
ハ
ノ
ニ
ハ
ノ
ニ
、
″
皇
ｎ
Ｋ
Ｊ
４
ｍ
ｌ
刎
叩
Ｉ

９１

収

導収
指導
修収
研究

研究
処理

業収
業収

検査
測収

真収
測定
業収

業収
他収

館収
取利
収

金勘定

入
入
入
入
入
入
入
入
入
入
息
入
入

入
入
収
収
収
収
入
入
収
収
入
入
入
戻

会
研
費
指
術
査
測
算
事
事
測
林
事
事

当

究
技
研
調
航
電
般
測
航
航
写
森
査
際
の
会
受
雑
引

－

航

調
国
そ

2．事業報告

（1）会誌の発行

会誌『林業技術』の編集に当たっては，森林・林業

に関する技術の解説や時騏的な話題および関連|宵報を
3.348,003,034一

口 計

林難技術N().627199l1.6
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〔貸借対照表〕（別表2） ､I灌成6年3月3111現旅〔財産目録](別表3)'|ド成6年3ﾉ1311｣現ｲI

借 方 賞 方

金額

科
盲
崖 金 額

円

590,525
573,755
10,000
804,879
199,630
400,000
029,799

293,807
000,000
800.000

745,485
883.708
436,713
598,010
392,768
711.500
236,835
335.025

455.213
524.597
800.000
036,165

金額科 目 科 目
現 金
普通預金
当座預金
振雪貯金
定期預金
貸付信託
売掛金
未収金
有価証券
仮払金
賞付金
棚卸品
仕掛品
前渡金
保険積立金
土地
建物
器具・備品
設億
分収造林
出資金
敷金

1
229円

'1.590,525

229,573.755

10.000

804,879

237,199,630

60,400.000

19.029.799

682,293,807

10.000.000

9.800.000

40.745,485

16,883‘708

628.436.713

7,598,010

71.392.768

255.711.500

143.236,835

105.335,025

16,455,213

24,524.597

2,800,000

3.036.165

円
91,419.584

100,000.000

588,430,810

48.145,236

14,235,640

3.830,000

1.900,000

90000,000

399,784,356

5.000,000

113,000,000

618,000,000

174,025,500

50.000,000

64,000,000

173,046,798

32,040.490

円
91,419.584

100,000.000

588,430,810

48.145,236

14,235,640

3.830,000

1.900,000

90000,000

399,784,356

5.000,000

113,000,000

618,000,000

174,025,500

50.000,000

64.000,000

173,046,798

32,040.490

現金'1.590,525*

普通預金229,573.755短｜

当座預金10.000前

振替貯金804,879預

定期預金237,199,630仮

貸付信託60,400.000長｜

売掛金19.029.799預

未収金682,293,807納；

有価証券10.000.000退脂

仮払金9.800.000=|

賞付金40.745,485修j

棚卸品16,883‘708施蟇

仕掛品628.436.713墓

前渡金7,598,010新技｜

保険積立金71.392.768設惰

土地255.711.500"i

建物143.236,835当1

器具・備品105.335,025

設信16,455,213

部分林24,524.597

出資金2,800,000

敷金3.036.165

今
［． 計2,566.858.414合

未払金

短期借入金

前受金

預り金

仮受金

長期借入金

預り保証金

納税引当金

退職給与引当金

貸倒引当金

修繕引当金

施設拡充引当金

蟇本金

新技術開発研究墓金

設備充当潰立金

繰越剰余金

当期剰余金

７
０
９
２
０
９
０
６
８
７
１
５
３
５
６
４
２
３

３
６
１
８
１
４
１
２
７
５
４
０
１
２

２
６

６
２
１
１

-

2,566.858,414
《
ロ 計

未 払金
短期借入金
前受金
預り金
仮受金
長期借入金
預り保証金
納税引当金
退職給与引当金
賞倒引当金
修繕引当金
施設拡充引当金

91.419
100,000
588.430
48,145
14,235
3,830
1,900
90,000
399,784
5,000

113,000
618,000

2.073,745

584
000

810
236
640
000

000
000
356
000
000
000

626小計’2,073,745.626
正味財産’493,112.788

計’2566.858.414 一
口 計 2,566Ⅷ858,414

〔剰余金処分〕（別表4）
迅速・的確に会員に低迷することをII!心に，会員の技

術向|:に役立つ記瑚の充実に努力した。禿ｲj部数恥

613～624,合計174.000部。

（2）技術奨励等

了第39同林業技術償ならびに第391可林業技術コ

ンテスト，第-1I1I1学縦林業技術研究論文コンテストの

瀞湾を行った。、林野片二・営林（支）脇・地方川:稚催

の研究発表会等に役職員を派遣し，人賞荷に対･し記念

IW!をM卿兇した。③林水育睡協会との共催で林水育種研

究発炎会を行った‘乳)第4()|叫森林・林業が瓦コンク

ール（後援・林野庁）を行い入賞者には徽状，賞金，

hil1徴を贈鼈した。

（3）林業技士養成事業

腿林水産事務次'脚依命通達および林野li:腿'1芽通達に

繰越剰余金173,046,798円

当期剰余金32,040.490円

計205,087,288円

これを次のとおり処分する。

繰越剰余金205,087,288円

１
２

1

基づいて．森林・林業に関する技術の適凧普及等の

適llﾐな推進を図るため，専門的技術者の養成・登録を

行う林業技.l養成事業を凶の柵助事業として41き続き

実施した。5年度の各部門別の認定行は次のとおりで

ある。

森林評lllli(認定12人，累箭l･321人)．森林-k*(20

林堆技術斑⑥.6271“46
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平成6年度収支予算書（別表5）

出
一
目

入 実
一
項

収

目

4耐|会費収入’

項

会費収入
千円
,000
,000
,000

,000

,000
,000

,000
,000
,000

干円
100,000

千円
43.000
千円
43.000

千円
43.000 会誌発行費

支部交付金
支部補助金
技術奨励贄

９
４
２
５

５
３

《
垂 員費会費収入

研究指導費 技術指導費
研修費
調査研究費
航測研究費
技術開発費

４
０
０
５
５

１
２
７
４
５

２
３

704.000術指導収
修収
査研究収
測研究収
算処理収

入
入
入
入
入

10.000
6,000

285,000
345.000
55,000

研究指導収入 701,000技
研
調
航
電

一般事業費 80,00080,00080.000 一般事業費一般事業収入 帥,000一般事業収入

航測検査費
航測費
写真作製費
森林測定費

33.000
260,000
180,000
67,000

540.伽040,000

277,000
190,000
70,000

航測事業費577.000航
航
写
森

測検萱収
測収
真収
林測定収

入
入
入
入

航測事業収入

’
調査事業贄 1.191.000

455,000

1,233.000 調査事業費 1.191.000調査事業収入

国際事業収入

1,233,000調査事業収入

国際事業費国際事業費 4弱“000国際事業収入 480,000480,000

3,000
27.000

部分林費
設備備品費

その他支出 30,000会館収入
受取利患
雑収入

12,000
14,000
10,000

その他収入 36000

50.000
-

3,150,000

50,000|予備寶
3,150,0003,150,0001 計計 3.150000

食化を|叉|るためl1l間地域の国_I保余あるいは広蕊樹に

悦点を､5てた新たな森づくりのあり方などについて取

り組んだ。

航測|淵係ではリモー1,センシング技術について，昨

年度導入した画像解析を高速に行う1m像解析システム

の活用を進め，4年I訓を迎えた熱帯林管叫情報システ

ム盤備事業に加え「熱滞林災審復旧聯業技術確立調愈

聯葉』が新たに始まった。

コンピュータ利1l:lの分野では特定森林施業計画認定

業務の電算化を図るシステム開発（林野庁委託）を行

い、森林資源情報のデータベース化の検討等を行った。

（6）航測事業

磯寓な経験と蓄破された高腱の航測技術を満附して，

f11用｢1的に応じた空中'ゲ真の搬影，正射ゲ真似|等の作

製・解析，森林職水I叉|等の地|叉|の作製・修正および罐

中‘与真の作製・頒術等を行うとともに，その効果的な

ifilMについて，技術の開発・鮮及を推進した。

①窄中写貞撮影

森林計匝i樹立．地形I叉l作製．森林保全調査，治山

計画i洲沓等のために．モノクロ、カラー等の窄中切〆

人．3.899人)，林業機械（6人・390人)、林業経

営（61人・2,780人)，計．（99人･7.390人）

（4）技術指導および研修

①林業技術の向_|葛とその普及に資するため，本会役

職員を派遣した（13件)。

②窄中'7真の利用技術の向kと普及に資するため、

昭和58年度から「空中‘ﾉj真セミナー」を開催し，

本年度は1応I実施した(第161創5．10．4～8,19

名)。

③海外研修生の受け入れ：8件,14カ国から18名

の研修生を受け入れた。

④職員の研修を次のとおり↑rった。森林植生および

森林土壌調在法10名．空中'享真判読6名,環境影

響評mil名。

（5）林業技術の研究・開発

本会の戴点事業として，その推進に努めた。

調廠研究関係では，森林に対するl:I然環境の保全形

成，水士隊全，保健休蕊等緒機能の高度発櫛の要;,'iが

高まりつつある中で，林野庁の委託を受け斬たに始ま

った得種希少野生動棚物の保謹対策や森林･lll村の腱

林業技術N().6271994.6
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真の撮影を行った。

幣通焦点・モノクロ撮影(RC-2021/23):森林

計耐（6件､293,000ha),治山計mli(1件9445

ha)。普通焦点・カラー撮影：治山計画(1件，

43,00011a),普通焦点・モノクロ撮影：森林調査(I

件,1,016ha)。

②測攝

森林計画のための正射写真図の作製，空中写真判

読による林相似|の作製，森林基本図の経年変化修正，

地形図の作製等を行った。

また治山計画，土地利用計画等の設計計画図とし

て，大縮尺地形図の作製および分収造林契約地等

の境界測量，境界I叉lの作製その他の調査等を行っ

た。

正射写真図(17件,213,639ha),正射写真編集図

（1件,93,171ha),森林基本図修正(4件,14.705

ha),治1I1調査図(7件,4,775ha),境界図(6

|'#,7,511ha),施業基本素図(6件,31,521ha),

森林調森図（1件,1,01611a),その他(6件)。

③空II7写真作製・頒布

空中写真の効果的な活用と普及に努めるとともに、

林野関係の空中写真について，林野庁との基本契約

に基づき，その作製・頒布を行った。

ポジフイルム（8,138枚)，密着写真（39,031

枚)，引仲写真（57,315枚)，その他（12,579枚)。

（7）航測検査

森林計而関係の空中写真測最成果については，統一

した精度の確保と技術向上のため，林野庁が指定する

機関の精腱分析を行うことになっており，本会はその

指定を受け，次のとおり航測成果の精度分析を行った。

空中写真撮影(3,755.000ha),正射写真図(265,971

ha)。

（8）調査事業

林野庁等の諸官庁，公団，地方公共団体，民間企業

等からの発注を受け，合計200件の調査を実施した。

その主要項目を挙げると次のとおりである。

森林調査，森林施業（37件)，治山・林道調査（85

件)，森林レクリエーション等関係調査(13件)，森林

地域での環境アセスメンl､調査，国有林野森林施業影

饗調査等（43件)，地域振興計画調査（5件)，動植物

保誠のための森林管理に関する調迩(11件),その他

(6件)。

（9）国際協力事業

①開発調査等(国際協力事業団）：インドネシア国チ

林業技術No_6271994.6

タリック水源林造成計画調査(第3年次)，モロッ

コ国薪炭林計画調鷲(第2年次)，アルゼンテイン

国チャコ地域森林資源調査(第1年次)，インドネ

シア国東ヌサテンガラ州､仏乾燥地森林復lll調査

（第1年次)，モンゴル国セレンケ県森林管理計、

調査(第1年次)，タイ国東北タイ造林普及計画モ

デルインフラ盤備事業実施設計調査，チリ|聰'半乾

燥地治山緑化計画モデルインフラ繋備事業実施設

計調査

②施｣二監理(国際協力事業団）：インドネシア国マン

グローブ林資源保全開発現地実証調査基盤整備事

業施工朧理業務

③メキシコ渓谷総合植林計画調査（海外経済協力基

金）

④衲助事業(林野庁）：熱帯林管理情報システム開発

澗査，熱帯林災害復|｢I技術確立調査邸業

⑤技術者派遣等：インドネシア，マレーシア，中国，

タンザニア，アルジェリア，グアテマラ，ニカラ

グア，コスタリカ，タイ，ラオスに技術者を派過

した。

(10）図書出版等

「森の動物の100不忠識」(H本林業技術協会編/会

員配布図霄)，「最新森林航測テキストブック」（渡辺

宏)，「私たちの謀しと熱帯林」（熊崎実．渡辺弘之)，

その他，森林航測(NO170～172)・林業手帳・林業ノ

ート・山火砺ポスター，各種パンフレットなどを制作

した。

(11）調査機材等の製作・販売

デンドロメーター・蠣中写嵐実体鏡・ブルーメライ

ス・点格子板等の測定機器類，空中写真保管庫，ナン

バーテープ，ビデオテープなどの販売を行った。

(12）林業技術者問題懇談会の開催

時代的な変化の中で，行政分野を中心とした今後の

林業技術者の資質・技術の確保向_上について広く林業

各界から委員を委l嘱し，平成5年9月以降，数次にわ

たり広範な検討を重ね，平成6年3月未報告，提言を

取りまとめた。

3．資産管理その他

東京営林局平塚営林署管内泉国有林の分収造林およ

び熊本営林局熊本営林磐管内阿蘇深葉国有林内の分収

造林の管理を行った。

4．収支決算報告別表1～4のとおり。
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5監査報告

監事新圧棯

監蛎紙野伸二

社団法人|1本林業技術協会の．平成5年4月lllから

平成6年3月31Hまでの損益計算書,貸借対照表およ

び財産目録について朧査し，次のとおり報杵します。

(1)損益計算苔，貸借対照表および財産'二|録は，一

般に公正妥当と認められる会計基準および定款に

従い，法人の損茄および財雌の状況を正しく示し

ているものと認める。

（2）理酬の業務執行に関し法令および定款に連反す

る事実はないものと認める。

調査，コンサルタント事業の推進

海外への技術協力と体制整備

図諜出版，映mi等の制作，調査機材等の製fl

林業技術肴問題シンポジウムの開催等

(7)

(81

(9)

00

3．収支予算別表5のとおり。

111．平成6年度借入金の限度額

､Iz成6年度の借入金の限度額は,4"5000万円とする径

Ⅳ、任期満了に伴う役員改選

11.平成6年度事業計画および収支予算 ド記のとおり選出された（＊印は常勤役員)。

1．事業の方針

近時，森林の多面的な機能の尚度発揮に対する要請

は，低l内的にも1通I際的にも‐段とI笥くなってきており，

これらの要請に的確にこたえるよう林業技術者に寄せ

られている期待もまたかつてなく大きいものがある。

（社)日本林業技術協会は,全国約13,000名の会員を

擁するわが国屈指の林業技術者の職能集肘1である。平

成6年度においては，会員の期待にこたえた活動を行

い得るよう技術の開発・改良，蒋及を図る公益事業の

充実と，その財政基樅の確保を図るための収益事業の

積極的推進に努めることとし，特に次の事項に亜点を

おいて事業を実施する。

（1）支部との連携を密にして組織活動の強化を図る

（2）北海道をはじめ各地方事務所を拠点に地域活動

を強化する

（3）林業技術の開発・改良と普及を推進する

（4）技術指導，調査・研究等の業務体制の強化を|製l

る

（5）篭算管理システムを拡充し，業勝成果の高度化

をI到る

（6）海外への技術協ﾉ],側捌の強化をI乳lる

理事長 三澤毅(＊）

専務理事 小泉1lt(*)

常務理事 雌井靖男(＊）

理事 筒井辿夫

築地忠

角館磯雄

塩崎質

脈|Ⅱ洸

古宮英明

甘利敬1E(新）

太鬮猛彦(新）

中野直枝(新）

原喜‐郎(新）

渡辺‘値(新）

中川清郎

青柳朋夫(新）

龍久|:人(新）

伏見一明(＊）

江藤素彦

能勢誠夫

左達一也

難波宣士

槇道雄

田I|儀昭

飯田千徳(新）

~ドl1l晴平(新）

野村靖(新）

真柴孝司(新）

小野寺宗昭(新）

田尾秀夫(新）

茂木博(新）

林久晴

渡辺宏(＊）

事業計画

(1)組織活動の強化

(2)会誌『林業技術』の充実

(3)技術開発の奨励

(4)技術指導の強化

(5)林業技術の開発，改良

(6)航測事業の推進

澤
皿 事 紙野伸 湯本和司(新）2

休樂技術N().6271994.6
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第42回森林･林業写真コンクール作品募集要領
…林業技術（肯"i･1I!(｣k･保育.木材鷲'ﾐﾉ雁･木材利川など),森林（森林の．賦噸･環境保全･森林動ｲil'i

物の生態･森林被桝など).農山村(生満･風景など),緑化，森林レクリエーションなど。

…1枚淳典(IﾉLIツ切りとし,細写.典は含みません)。モノクロの部・カラーの部に分けます。

,…応募省は職業写輿家でないこと。なお，作品は向作に限ります。応募点数は制限しません。

題材

作品

応募資格と
応募点数

記載事項 の題塙，②l雌影者宿（郵便番)｝・惟所・氏名・年齢・職業・電話番号)，③内容説明，④搬彬

場)脈，⑤搬彩年)j11，⑥撮影データ（カメラ・レンズ・絞り・シャッタースピード・フイル
ム）等を記入してください。

労働安全術4§法令に定める安全堆雌に適合するものを応募してください。例えば，伐木作業

群に保謹I隅を符用していない作品などは人選できません。

平成7年3月31B(2i11消印･何効）

〒102束戚郁千代III区六番lll1.711本林業技術協会「第42in1森林･林業写典コンクール」係

入賞作1兇,の版権はiﾐ催省に屈し．応募作姉は返却しません。作紬のネガ・スライドは，入職

発表とli.1時に提出していただきます。

主催／細日本林業技術協会

注意事項

締切

送り先

作品の帰属
と原版提出

ンゴル剛に派遣した。

O5/30～6/13,小林顧問,5/

30～6/23,小原I:KI際蛎業部次長，

増井課長をモロッコ国薪炭林計

町調森のため同'五Iに派遣した。
◎調査研究部関係業務

5/19,会津消松市内で「イヌワ

シ生育調査」委員会を開催した。
◎番町クラブ5月例会

5/31,本会において，住友生命

本社有111i!証券部部長代蝿・肥俊信
彦氏を識師として「これからの経

済動向と株式運用について」と題

する講淡を行った。
◎人事異動（5月161･1付）

採川北海道事務所長'l!易紘一
命北海道事務所勤務蝋I11英明

（5ﾉ13111付）

定年退職東北事務所艮角III健一
同i邑任研究員I11口豊

r＝’・ー･‐一・・．．‐一・－一一一一・・．一一・’。－－＝一一一一可

5月号訂正

|人I}艇肋(p.4(i):谷ll礎｣IZ･谷I1勝I旧
L－．－－｡－．－_一一一．ロ．←_．‐_‐_-．－．－__」

，一噸編集部雑記一一一瀞蕊騨

さざえのつぶやき小学5年′1名か

ら乎紙や電話でたくさんの質問がき

ました。知りたいことはまちまちだ

し，はなはだ漠然とした間間()'1然

か)なので,なんとも手をやきました。

それはまあいいとして，驚いたの

は「どこに行ったら森林が見られる

の」「まだ残うている有名な森林があ
ったら教えてください｣という，大都

'liのど典中に休むj是ならまだしも，
兇Imせばどこにでも山がありそうな

地方のfからの質問です。
彼らは森林とは何かを知らないし，
森林はどんどん減少しているという

先人観に侵されているように思われ

ます。
いったいなぜこんなことに．．…．？

とせん索する前に，「教科"に森林・

林業記述が復活した」と稗んだのは
いいが｡フォローを怠ったツケがきた

と考えばくてはならないのでは．．…･ロ
しかし，だれがやる？|;11手は5年

'|;だけでも100万人以上。（毛沢1II)

一
一
一
』
一
一
一
一
一

き
一
一
一
一
一
一

一
つ

’
’
一
一
一
一
一
一
一

諏
一

訓
一

◎平成6年度第1回理事会

5/19,本年鹿第1IIII理!l#会を本

会にて|州雌した。叩蛎20fi,監事
2名，顧問4名，参与4名，計30

名が州IiW｡議題：第491r'l通常総会
提出議案について

◎林政記者クラブへの事前説明

5/12,林政記者クラブ所属全社
の来協を僻て，林業技術荷問題懇

談会報併苔等について事前レクチ

ャーを次のとおり行った。①l1林
協業務の概要，②林業技術者問題

懇I淡会報併沓の概典，③林業技術
者問題シンポジウムについて。

◎海外からの表敬

5/18，台湾中国造林協会名醤会

長造Iﾘl秀氏,同｡行政院腱業委員

会李述欽氏が訪問され，林業問

題について三澤理4帳と懇談した。
◎海外出張

o4/9～22、藤森航測検儀部長を

肖年海外協ﾉJ隊巡|可指導のため

ニジェール腱l・セネガル国に派

遣した。

o5/2～6/4,安誕寺|測際事業部

長，5/2～7/16，小林(間）課長
代理，吉村技師，5/9～7/9，加

藤森林測定部次長，迷宮課長代

理をメキシコ総合植林計画現地

調査のためl司国に派遺した。

U5/19～6/2,鈴木顧問,藤森航測

検査部長，小路l1国際事業部次
長を森林管即計mi澗在のためモ
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／"ミュンヘン国際見本市事業グループ

Linchpino行WorldFores杜Ⅳ
世界の森林産業の要

1NTERFORST94
第う回国際森林産業技術見本市/会議
1994年7月5日～10日鯵:ドイツ・ミュンヘン国際見本市会場

出品内容

林樹栽培､森林管理のデータ収集･処理､林間道路建設･維持、

森林保護､産業労働者の安全･労働衛生･応急手当、

樹木の伐栽､丸木の皮はぎ､製材と木材輸送､木材貯蔵、

木材置き場用設備､丸木加工用の各種設備･機械、

森林管理の実習及び卒後教育､炭焼き設備

お問い合わせは

日本代表部:在日ドｲﾂ商工会議所見本市部（担当:塩崎）

〒100東京都千代田区永田町2-14-3赤坂東急ビル10F
TEL､03-3593-1641FAX.03-3593-1737
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流域 集舌性化へ 流嘘椛案活朧化への収靴み

一_鋤勲蝋坤,、

流域管理システムの確立に向け崔立I て－

加
篦窪ま‘-－

林野庁計画課監修流域管理システム研究会編A5判/136頁/定価1,854円(税込),/〒310
我が腱lの森林・林業の状況は，材価の低迷，担い手の高齢化など依然として厳しいもの
である。本書は，他の流域に先行し流域管理システムの推進に向けた取組みがなされ，
今後|同lシステムの雌血をI則ろうとする流域の参考に資すると思われる事例を集めたもの
である。本.書が，各地域において森林・林業関係者を始めとして，多くの〃々に広く柵
用され，森林の流域管理システムの確立を閃る上で広く参考になれば幸いである。

｜

’

新版森林計画の実務国有林野事業改善必携
森林計画制度研究会編A51判/592頁/定価4,944円(税込)/〒380国有林野問題研究会縄B6判/396頁/定価3,090円(税込)/〒310
調茂3ffに僻{謎の．部力数M善ｨ'、

瀞聯瀧灘診餓雛蕊織蝋騨撚謹擬瀞溌;夷新たな制礎の聴馳を加え．l僻胸
の参夢"とLて我力掴の探林・休業の

総合森休学保安林の実務(平成4年度版）
上飯坂責編著A5判/208頁/定価3,090円(税込)/〒310 林野庁監修A5判/496頁/定価3.914円(税込)/〒380

蕊瀞羅犠撚灘騨撫蝿灘識鐡鶏騨撫溌鰄蝋鍵蝋織
r現代林学講義･全10巻」 ｜以下､続刊
1．林業経営原論3．林政学4．砂防工学 2.造林学真下育久
平田捜里筒井辿夫山口伊佐夫

A5杓1701t逝癒2.弼畑(鮎全l〒310A5判2紺典竃“.“'1〔秘劉〒“A5判334側超郷.4劃91弛全1〒3帥 6.森林植物学演谷稔夫
5．林業工学7．森林昆虫学10．測樹学8.森林風致計画学塩田錨志
上飯坂責立花Rn二・片桐一正陶誌角我郎・箕描光博 9.森林測量学西尾邦彦A5#‘19狐莚蝿.4割11Mﾑﾑ〒310A5両I隠典,起価3陽91‘1IRl峨込j〒3】0A罰4‘.郵伽簸卸,鋪51J州蝋垈l〒卸

誰国 事 携林 有版 計 改

I

’森林総合 安林の学 平成4年度I

ト
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暮らしとっな力渇森をわかりやすく見せる－

ロ
18分/8,000円･企画水利科学研究所国土緑化推進機構

●制作日本林業技術協会

大み る 16分/8,000円(英語版とも）。企画
●制作

帯広営林支局
日本林業技術協会

木の校 21分/8,000円・制作
●企画

日本林業技術協会
日本木材備蓄機構

木のの内装 17分/8,000円・制作
●企画

日本林業技術協会
日本木材備蓄機構
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〆 〒102東京都千代田区六番町7番地

社団法人日本林業技術協会事業部へ

水と森林
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"SilperPLANⅨa
■標準ﾀｲフ¥198,000(ACｱダプﾀ､聯1ilブﾗｽﾁｯｸ収納ｹーｽi,1.)

･プリンタﾀｲブ¥230,000(ACｱダﾌ汐､柳1Iブﾗｽﾁｯｸ収納ケース､ﾛー ﾙ紙付）

タマヤのスーパープラニクスαは､①座標②辺曇③線

長④面職⑤半径⑥隊1,じ、⑦三斜(底辺･高さ･面被）

⑧角度(2辺蜂･狭角)の翌寓な測定機能を持っていま魂

オプションとして16桁'j､蝿フ・リンダ、RS-232Cインターフェ

イスケーフフレ､撫線によるワイヤレスモテミムのいずれかが接

続可能で-する

名器PLAKIX5000の優れた機能を継"x･発腿させたスー

ノ寺一プラニクスα､抜群のコストパフォーマンスで図形測定

のスーノぐ一テ弓バイス調『登場。

冒凹壷『PLAN
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曇
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そ童▲Cワイt，レス唾テ“

鵬 喝同ゴー Pス■瘤

｡

タマヤ計測ジコテム慌式言社
g~UAM/AMA〒104束京都中央陳銀座4-4-4アートビルTEL.03-3561-8711MX.03-3561-8719



I

●

ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
命
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
●
●
●
●
ｐ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
心
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

一ご~~－－二■
む
Ｏ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
一
○
○
不
思
議

、

平
成
六
年
六
月
十
日
発
一
丁

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
廻
毎
月
一
回
十
⑬
発
行
）
林
業
技
術
室
ハ
ー
モ
号

プ
ラ
ス

●
亀

●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所．熱帯農業研

究センター．大学ほか76名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1,165｢I1)

●(社)日本林業技術協会編集5
●森林総合研究所．熱帯農業研・
究センター，大学ほか91名によ･
る 執筆．

c

●四/六判219ページ．

●定価1,200円。

（本体1.165円）。
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讃拶久
●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，農業環境技

術研究所．農業研究センターほ
か85名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.030円

（本体1.000円）

●(社)日本林業技術協会編集5
●森林総合研究所都道府県林・

業研究機関．震業環境技術研究・

所大学ほか73名による執筆：
●四/六判217ページ．

●定価1.200円。

（本体1.1651JWI)Q
●

●

●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，饗殖研究所，
大学ほか79名による執筆
G四/六判217ページ

●定価1,200円
（本体1.165円）

●(社)日本林業技術協会企画

●中野秀章･有光－登･森川靖

3氏による執筆

●四/六判176ページ

●定価1,030円

（本体1,000円）
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	表1

	表2

	1994年6月号目次

	論壇_路綱配置の考え方_タワーヤーダ集材における路網計画

	岩大式集材法のための新索張り(SRS型)システムの考案

	ケヤキ枝打ちの一方法_枝打ち記録と節解析の結果から

	和歌山県における海布丸太の生産について

	森へのいざない-親林活動をサポートする43_生涯学習時代と森林・林業-森林文化教育委員会を設置しよう

	未利用資源の有効利用5_熱筆・番外編_林業家と建築家_切れかけているパイプに修復の手を

	日本人の長寿食3_神さまのくれた「朝餉みそ汁」

	人生至る所に3_ミャンマー見聞録(3)僧院,パゴダ,水祭り

	会員の広場_トーテム・ポールのはなし

	第40回林業技術賞受賞者・第40回林業技術コンテスト入賞者・第5回学生林業技術研究論文コンテスト入賞者の発表

	傍目八木_住宅は不動産そんなバカな／統計にみる日本の林業_農林水産業生産指数の推移／こだま_どうするか_わが国の竹林

	芝正己の5時からセミナー6_まず，逃げよう／本の紹介_木と森の山旅／林政拾遺抄_水海スギ

	Journal of Journals 

	平成6年度林業技士養成講習・登録のご案内

	林業関係行事一覧

	第49回通常総会報告

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


